事　業　報　告　書

令和5年度

社会福祉法人　小国町社会福祉協議会
サポートセンター第二悠愛
障がい者支援施設　サポートセンター第二悠愛
　　　　　（第二悠愛活動支援センター　園内授産作業所　柿の木授産作業所　愛あい工芸）
障害福祉サービス事業所　悠工房
　　　　　　　　　　　　（悠遊工房　らくらく窯　廃油回収事業）
障害福祉サービス事業所　就労支援センター陽なたぼっこ
　（高齢者等向け配食サービス　就労支援事業　農福連携レストランすずかれん　移動販売事業
薬味野菜の里小国）
大豆工房　小国のゆめ

（農福連携と6次産業化ＰＪ　業務受託　農福連携レストラン天空の豆畑　平飼い農園おぐにん卵）
第二悠愛グループホーム事業所（介護サービス包括型）
第二悠愛日中グループホーム事業所（日中サービス支援型）
第二悠愛自立生活援助センター

第二悠愛短期入所事業所
第二悠愛相談支援センター
（生計困難者レスキュー事業）
小国町地域活動支援センター
運営方針

施設は、できる限り居宅に近い環境の中で地域や家庭との結びつきを重視した運営を行い、その自立と社会経済活動への参加を促進する観点から、保護並びにその更生に必要な支援を行う。

支援の方針

1． 利用者の基本的人権を積極的に養護し、利用者一人ひとりをかけがえのない大切な存在として尊重していく。

2． 利用者のあらゆる生活の領域で自らの意志によって選択し、決定する権利を保障する。

3． 利用者一人ひとりのニーズに基づいた福祉サービスを提供する。

4． 利用者に係るサ－ビス計画の立案、個別支援計画の策定にあたっては、利用者本人及び家族の主体的な参加を基本とする。

5． 利用者の些細な意見、質問、苦情であっても真摯に傾聴し具体的な解決、改善を図っていく。

【令和5年度事業報告】　令和6年1月現在

○　障がい者支援施設　サポートセンター第二悠愛
　　　施設入所支援　定員30名（現員27名）
　　　生活介護　定員64名
　　　　　園内授産作業所　8名（現員11名）
　　　　　第二悠愛活動支援センター　46名（現員50名）
　　　　　柿の木授産作業所　　　　10名（現員13名）【出張所；和き愛あい】
生活訓練　定員6名（現員4名）
○　第二悠愛短期入所事業所「併設型」　星野（定員4名）　ブルースター（定員1名）　　明星（定員1名）
○　障がい福祉サービス事業所　悠工房　
　　　生活介護　30名（現員36名）
· 障がい福祉サービス事業所　就労支援センター　陽なたぼっこ
　就労継続支援Ａ型　定員20名（現員20名）
　　　就労移行支援　定員6名（現員5名）　　
実習先；木クラゲ工場・津埜運送・アップルミント
就労支援　　就労20名以上　
【製材所・縫製工場・飲食業・スーパー・旅館・畜産・学校・農業他】
〇　障がい福祉サービス事業所　大豆工房　小国のゆめ
　　　就労継続支援Ｂ型　定員34名（現員35名）
○　第二悠愛グループホーム事業所（介護サービス包括型）　　合計93名（現員89名）
　　　悠愛ホーム（定員５名）　　きよらの家（定員４名）　　ひまわり（定員４名）　　　　秋桜（定員2名）　スマイルマウンテン（定員４名）　たんぽぽ（定員５名）　　　　　あすなろ（定員5名）　晴るかす（定員4名）　陽だまり（定員7名）　　　　　　　　　すみれ（定員2名）　蓬莱（定員2名）　鉾杉（定員2名）　わいた荘（定員4名）せせらぎ（定員5名）  風音（定員5名）　悠華（定員5名）　悠音（定員５名）
山風音（定員７名）　陽音（定員７名）　フットパス（定員４名）　　　　　　　　　　ステップワン（定員5名）
· 第二悠愛日中グループホーム事業所（日中サービス支援型）　合計28名（現員27名）
　星野（定員10名）　ブルースター（定員8名）　明星（定員10名）
〇　第二悠愛自立生活援助センター（現員4名）
☆　日中活動
　　　悠工房　陶芸作業所「らくらく窯」　　木工作業所「悠遊工房」　
バイオディーゼル事業
　　　陽なたぼっこ　高齢者等向配食サービス　　移動販売事業　　薬味野菜の里小国
農福連携レストラン　就労支援
　　　大豆工房「小国のゆめ」　　節の穴埋め授産作業所　　　農業（大豆等栽培）　　
豆腐・揚げ等の製造販売　　公共施設清掃　農福連携レストラン　鶏卵事業
　　　悠ゆう館　柿の木授産作業所　柿の木授産作業所（フルーツキャップ）　
草木染め作業所「愛あい工芸」
　　　施設内作業所　　園内授産作業所（フルーツキャップ・温泉セット）
　　　第二悠愛活動支援センター（旧万成小学校）　
「がまだし」「ひまわり」「コスモス」「つくし」「すみれ」
　　　星野・明星　身体障がい者等活動拠点（リハビリ等）
利用者　約２００名
· 第二悠愛相談支援センター【一般・特定・児童】（小国・南小国町委託事業）　
計画相談；200名　児童40名
· 小国町地域活動支援センターⅢ型（小国町・南小国町委託事業）
全国の施設入所支援においては、高齢化に伴う重度化が大きな問題になっています。令和3年度調査によれば、65歳以上の高齢利用者の内74.7%が施設入所支援に在籍しています。在籍期間は、10年以上の者が72.8%に達し、20年以上の者が47.1%になっています。また、施設入所支援の退所率は、3.0%になっています。このように、施設入所支援において、障がい者の多くが滞留（固定）していることが、高齢化や重度化の要因になっています。令和3年度における障がい者支援施設（施設入所支援）の施設数は、2,588施設、入所者数は126,962名となっており、僅かながらも減少傾向にあります。令和3年度調査によれば、入所者の平均年齢は52.9歳で、60歳以上が25.9%で最多になっています。
一方、サポートセンター第二悠愛の令和4年度は、ＧＨ「山風音」に移行して1名が退所。退所率は3.3％で、支援学校高等部新卒者2名が入所しました。令和5年度は、1名がＧＨ「ブルースター」、６名がＧＨ「明星」に移行しています。退所者は合計7名となり、退所率は23％、新規入所は5名でした。平均年齢は26.7歳で、第二悠愛の施設入所支援は、通過施設として機能しています。
日中系サービスの施設外設置は、徹底した職住分離により、5班の療育活動、木工作業、陶芸作業、草木染作業、2か所の授産作業、高齢者等向け配食サービス、農福連携レストラン、節の穴埋め授産作業、豆腐など大豆製品の加工販売、農福連携事業、鶏卵事業、職場実習、就労支援、移動販売、農産物販売所と多彩な活動拠点や就労支援サービスを展開しています。施設入所支援において、敷地外で日中活動をしている施設は、令和3年度全国調査では、障がい者支援施設の3.7%に過ぎませんでした。9割以上は、同一敷地内での活動が一般的であり、過去5年を比較しても大きな変動はないという結果でした。敷地外に活動拠点があるというのは、サポートセンター第二悠愛の特徴的な事業展開の一つです。特に、生活介護事業は、障害福祉サービスの総費用額の中の27.9%を占めており、事業所数（10,834事業所）・利用者数（287,068名）ともに増加傾向にあり、障がい支援区分6の利用者が7割を超えて増加しているために、費用も5％ほど増額しています。中でも、強度行動障がいのある者が、利用者数の16.5％を占めています。
但し、第二悠愛の日中系サービスでは、職員不足が常態化しています。これは、障がい者支援施設の日中系サービスを地域に分散しているためです。日中系サービスの小規模・分散は、利用者にとっては、活動拠点の選択肢が増える、職住分離で生活のリズムが明確で精神的な安定につながるという利点がある反面、施設側としては引率・送迎費用や借地（設備費など）、職員増など経営上の負担や、支援する職員にとっても負担が増します。尚、中長期計画で障がい者支援施設の解体が盛り込まれているのは、日中系サービスの小規模化と地域分散を、現体制で維持することができないからです。
地域（移行）福祉では、令和5年5月に開設した3棟目の日中サービス支援型グループホーム「明星」を加えて、小国郷内に24か所のグループホームを開設し、障がい者の多様な暮らしを支援しています。令和3年度全国調査によれば、生活介護を利用しながらグループホームで暮らす障がい者は、39.2％になって年々増加しています。区分4以上の入居者も増加しており、重度障がい者の地域移行が進んでいるという結果になっています。平成23年10月からグループホームの家賃補助（月額10,000円）が開始されましたが、全国調査によると自己負担額40,000円～60,000円／月が約53.5％を占めています。その他、60,000円／月以上が約26.7％。第二悠愛グループホーム事業所のように、自己負担額月額30,000円以下の事業所は、全体の4.1%にすぎません。30,000円～40,000円未満が、11.4%です。また、他の事業所では一般的な定額負担ではなく、実費負担額を入居者で按分しているため、グループホームごとに節約等の努力を反映した請求額になっています（但し、最重度者向けグループホーム「山風音」「陽音」「星野」「ブルースター」「明星」は、定額負担になっています）。第二悠愛グループホーム事業所は、他事業所のグループホームに比べて、自己負担が安いという特徴があります。入居者の障がい支援区分では、全国的に非該当から区分３までが45.1%を占めています。区分4以上は52.7%であり、重度障がい者の地域移行が増加しています。それでも、自己負担額が40,000円／月を超えてくると、日中系サービスや休日の昼食代（約10,000円）、医療費などを差し引くと、障がい基礎年金2級の収入しかない場合は小遣いや余暇に充てられる費用は10,000円／月以下になります。障がい年金2級の収入しかない場合は、工賃や給料で賄うしかありませんが、全国調査によると収入10,000円未満／月が45.9%を占めており増加傾向にあります。重度障がい者の場合は、障がい基礎年金1級の収入しかなく、特に都市部ではグループホームの自己負担が高く、重度障がい者の地域移行が進まない原因になっています。
このように、グループホームの自己負担が安いという特徴は、収入が限られている重度障がい者の地域移行を推進し、サポートセンター悠愛の事業拡充に大きく寄与しました。その結果、24の共同生活住居に116名が暮らす事業に発展したのですが、全国調査によれば51人以上の定員を持つグループホーム事業所は、100／1,278事業所しかありません。九州では、13事業所。熊本県下では、定員が50人を超える事業所が５か所あり、第二悠愛グループホーム事業所は、入所授産施設を解体して誕生した熊本市の済生会グループホーム事業所（定員90名）を抜いて、県下最大の事業所になっています。また、重度障がい者の地域移行が推進され、区分4以上の入居者が66%になっています。これは全国平均（45.5％）を上回る数値です。特に、区分6の入居者が38名になり、全体の33％で約3人に一人が最重度の障がい者になります。
全国の就労継続支援Ａ型事業所については、一律に労働時間を短縮するなどの不適切な事例が増えてきたことから、厚生労働省は指定基準等を改正して規制を強めました。「Ａ型事業所は、生産活動に係る事業収入から生産活動に係る事業に必要な経費を控除した額に相当する金額が、利用者の支払う賃金の総額以上」でなければなりません。つまり、「賃金及び工賃の支払いに要する額は、自立支援給付をもって充ててはならない」というものです。その為、「就労支援事業別事業活動明細書」の提出が義務付けられ、必要経費を控除した収入が賃金の総額を下回った場合は、１年間の「経営改善計画書」を作成し実行しなければならなくなりました。陽なたぼっこの場合は、コロナ禍で収入が激減、令和4年度が4,122千円の赤字であるため経営改善計画を提出しました。
令和5年度は、就労系の事業を集約した就労支援センター陽なたぼっこを開設して10年目になりました。現在、高齢者等向けの配食サービスを提供する就労継続支援Ａ型事業では、一日平均380食ほどの弁当を配達しています。光熱・原材料費の高騰、インボイス制度の導入により、2度目の値上げに踏み切りましたが、今のところ配食数への影響はありません。小国町からの委託数は、下げ止まったままです。平成30年6月のオープン以来、農福連携レストランすずかれんは、レストランに加え各種宴会、法事・祝事なども好評で、観光や地域でも収益を伸ばしてきました。令和5年度は、新型コロナウイルスが5類感染症に移行したことを受け規制緩和が進み、夜間営業の再開など経営面での好転が見られました。また、令和5年10月から「薬味野菜の里小国」の小国町指定管理者として経営を受託することができました。農家や小規模農園で組織する小国町出荷協議会と連携しながら、農業者の所得補償に取り組んでいく計画です。特に、卸売部門を拡充して、販路を拡大します。また、観光客向けに、小国町の特産品や量り売り、収穫体験コーナーを設けていく計画です。現在、令和6年4月からのリニューアルオープンに向けて準備が進んでいます。令和4年10月から本格稼働している移動販売事業は、令和6年2月から薬味野菜の里小国に拠点を移して週5日の販売を継続しており、地域住民の楽しみとして定着しています。
就労支援に関しては、令和4年度から令和5年にかけて、大豆工房小国のゆめのＢ型事業所に就業した者が4名います。1名は陽なたぼっこ（Ａ型事業）に移籍しました。また、施設外実習では、木耳工場、ベストアメニティー農作業、アップルミント農作業、ＪＡ阿蘇小国郷野菜集出荷場での運搬補助、水工場、旅館、シイタケ農家での作業などが行われました。
就労継続支援Ｂ型事業は、大豆工房「小国のゆめ」（定員34名）において、豆腐・揚げ等の製造販売が開始され8年目になりました。平成30年度からは、陽なたぼっこから独立して単独のＢ型事業所になりました。令和5年度は、休耕地6ha（町）ほどを借り受け、豆腐等の原料になる希少大豆「すずかれん」を栽培しました。おぐに黒大豆、小豆、米、高菜、夏野菜、落花生、芋、玉ねぎなどを加えた耕作面積は、約9haになりました。特に、米に関しては、苗作りと販売を開始しました。令和5年は、ウサギ・イノシシ・鹿などの害獣被害に加え、温暖化による天候不良で大豆の生育が抑制された上、圃場の管理が行き届かなかったために、自家製の大豆「すずかれん」の収穫が激減、豆腐・揚げ等の製造に必要な材料8ｔを確保することはできませんでした。不足分は、熊本県産大豆「ふくゆたか」で補うことになります。小国町の在来種「おぐに黒大豆」は、「天空の豆畑」シリーズとして販売しました。特に、北里柴三郎博士関連製品として、豆腐のもろみ漬けの商品化が行われました。豆腐等の販売については、戸別注文と配達を中心に行われましたが、ブランド化が途上にあり例年並みの収入でした。しかしながら、大豆の自主栽培と生産体制、販路拡充、ブランド化が定着することで発展する可能性があります。令和5年度も、賞味期限が長く土産用としても販売できる充填豆腐の商品化により、シフォンケーキ、味噌、納豆、豆乳、プリンなどとのセット販売が可能になり、ギフトセットとしてお中元やお歳暮用に販売されました。その他、大豆工房小国のゆめでは、小国町から林間広場や閉校した小学校体育館の清掃業務を継続して受託しました。鶏卵事業では、南小国町の元材福林業の敷地跡地にある鶏舎で、事業を継続しています。小国町西里岳の湯のゆけむり茶屋レストラン部に、令和3年4月にグランドオープンした農福連携レストラン天空の豆畑は、新型コロナウイルスが5類感染症に移行し規制緩和が進んだ結果、経営面が好転しました。令和5年度より年末年始の営業を開始して、大勢の来客がありました。また、そばの手打ちを実演する設備を整え、地鶏九州ロードの精肉を使った商品開発で、「おぐにん親子丼」「おぐにん南蛮蕎麦」がメニューに加わりました。公益財団法人ＪＫＡ（けいりん）の助成を受け建設予定の精肉加工場は、アスベストや耐震化により改修工事に遅れが出ました。その他、さくら屋との提携で、ふるさと納税関連商品の制作や、地熱コーヒーの豆選別作業なども行われました。
また、生活介護事業所「悠工房」では、地域のイベントや授産協会主催の販売会が、新型コロナの5類感染症移行による規制緩和で、再開されました。また、南小国町のきよらカーサに拠点を置くＳＭＯ南小国との連携で、利用者の個性的な陶芸等作品の販路拡大につながっています。坂本善三美術館での展示会では、販売につながったケースもありました。その他、個人客、小国町森林組合、小国町内外の飲食店、旅館、ふるさと納税などの受注がありました。精神障がい者や聴覚障がい者など、様々な障がい特性のある利用者もおり、対応に苦慮する場面も報告されていますが、手話の習得など援助技術の向上に努めています。その他、隣接する旧悠和の里の食堂等を改修して、事務所・相談室・休憩室等を整備する計画は、アスベストの発見、耐震化の不備などが重なり計画の延期を余儀なくされています。
第二悠愛活動支援センターでは、強度行動障がい者も多く、最も事故が多く発生する事業所であることから、リスクマネジメントの観点から、更なる改善策を検討する必要があります。活動内容は、身体障がいとの重複障がい等がある最重度の利用者が活動する5班編成で、障がい特性に応じた支援を提供しています。令和5年度は、新型コロナの5類感染症移行による規制緩和でイベント等が再開されました。但し、コロナ禍で培った身近でも楽しめる少人数活動も継続され、調理、焼肉、焼き芋、おやつ作りなどの小イベントが開催されました。利用者の高齢・重度化による対策も引き続き必要になっています。
また、柿の木授産作業所と草木染授産作業所は、転所後2年がたち定着・安定してきました。施設内授産作業所でも、フルーツキャップ・温泉セット・下巣牧場芋製品のシール張りなどが行われました。就労系事業所のおから茶などの袋詰め・シール貼り作業、乳菓子屋の包装材作業などが実施されました。
第二悠愛グループホーム事業所では、住居ごとに避難訓練が実施され、世話人や夜間支援員を対象にした虐待防止チェックリストの提出や虐待防止研修が実施されました。全体的に重度障がい者が多く、安全管理についてはできるだけの措置を講じてきました。その他、令和5年も、水害予報（高齢者等避難準備の発令）により、危険個所にあるグループホームが、悠愛の多目的ホールなどに避難する事態になりました。また、世話人など業務委託従業者が孤立するのを防ぎ専門的な視点での援助が実施できるように、生活支援員が担当するグループホームに訪問する時間を確保し、余暇支援などを計画実施していく体制の構築に努めてきました。令和5年5月、旧悠和の里の敷地に、3棟目の日中サービス支援型グループホーム「明星」（入居定員10名　短期1名）が、開設しました。これに伴い、介護サービス支援型グループホームで高齢・重度化によって居住が困難になった入居者4名や、施設入所者6名の地域移行が実施されました。但し、「明星」の開設により、深刻な人員不足に陥り、世話人が確保できず、そこに生活支援員を配置しなければならなかったことから、生活介護事業所など日中系サービスへの職員配置が手薄になるなどの弊害がでました。世話人などの人材確保と養成が、今後も課題になります。また、第二悠愛自立生活援助センターでは、在宅生活者の4名が契約し支援を受けました。
相談支援事業の令和3年度全国調査によると、サービス等利用計画の1事業所当たりの年間作成件数は、101件以上が47.9%になっています。事業所数の最も多かった51～100件が3割程度あります。一方、モニタリングに関しては、年間101件以上が82%になっています。事業所数が最も多かった201件以上から算定すると、1か月のモニタリング数は約17件になります。相談支援員1人当たりの計画作成件数は、月に20件以下が9割を超えており、一日1件程度作成しているという調査結果です。モニタリングに関しても、月に20件以下が8割を超えており、計画作成と同様に一日1件程度が作成されています。
第二悠愛相談支援センターは、専任の相談支援専門員４名を配置し、精神障がい者の健康管理（通院引率など）、金銭管理支援、就労支援（ハローワークとの連携）、福祉サービスの利用に関する支援、高次脳機能障がい者の支援、障がい基礎年金の申立などの相談支援が実施されました。特に、医療機関やハローワーク、司法関係機関（弁護士や裁判所）と連携するケースもあり、福祉関係機関や行政のみならず地域の社会資源ネットワークを構築する必要があります。但し、令和5年度は、新型コロナの5類感染症移行による規制緩和で、対面での研修や会議の開催が再開されるようになりました。市町村が指定する特定相談事業（計画・児童相談）は、7月の受給者証・障がい支援区分更新時に依頼件数が増加しますが、その他の期間はモニタリング（継続相談）を中心に対応しています。障がい児通所事業や障がい者施設の新規利用者のサービス等利用計画の作成やサービスの変更に対応するための計画作成も行われました。また、小国町地域活動支援センターでは、余暇支援など様々な活動が実施されました。送迎サービス、日中の活動支援、調理教室、菓子つくり、余暇支援などが行われ、日中系サービスへの参加に消極的な利用者の休憩場所としても活用されています。その他、広く社会問題になっている貧困に対して、「生計困難者レスキュー事業」による対応はありませんでした。
施設整備については、旧悠和の里の解体工事の後、熊本県の施設整備費の補助を受け3棟目の日中サービス支援型グループホーム「明星」（定員10名、短期1名）が令和5年5月開設しました。その後、旧悠和の里の管理棟（食堂・調理場・事務所など）を改修して、悠工房の事務所等、Ｂ型事業の地鶏精肉加工所の建設については、天井裏からアスベストが発見され除去作業に時間を要し、その後耐震化に不備があることが判明して着工が大幅に遅れています。また、工事に要する機材や人件費の高騰などもあり、費用が高額になる事態になっています。地鶏精肉加工所の設備については、公益財団法人ＪＫＡ（けいりん）の助成を受けることが決定しているため、計画の変更を届け出ています。敷地内太陽光発電設備については、小国町が経営するネイチャーエナジーとの協議を行っていますが、未だ進展がありません。
苦情の受付に関しては、保護者及から1件ありました。利用者の金銭管理について、改善を求める内容でした。その他苦情としての申入れはなかったものの、病気等の報告が遅れ、保護者に不安を与えた事案や、提供した商品に不備があり返金に至った事案もありました。
虐待防止策については、障がい者虐待防止法の改正により更なる徹底が求められています。「身体拘束等の適正化のための指針」「虐待防止指針」を制定、虐待は許さないという厳しい姿勢により職員に対して注意を促し、サービス向上委員会で第三者委員に報告、「虐待事例改善策検討会」が継続して実施されています。外部や内部からの苦情や意見は、組織を改善するために積極的に受け付けています。朝礼や職員会議、サービス向上委員会等を通じて職員に周知し、より良い施設運営に生かしています。
また、令和5年度は、保健福祉振興財団の「職員スキルアップ研修」を8回にわたって開催しています。特に、業務委託契約者に対しても、虐待防止に関する研修が実施されました。その他、福祉施設に勤める者の基本的な知識や援助技術について学びました。
危機管理に関しては、毎月施設運営会議に危機管理委員会を併設して、ヒヤリハットや事故、苦情等の再発防止策を検討し、合同会議で全職員に周知する取り組みが行われています。人材育成委員会では、職員による先駆的な事業展開を行っている事業所への視察研修が実施されました。自主勉強会やメンター制度による新任職員への指導等も継続して行われました。その他、人材確保のために各専門学校や大学へ求人票を配布しましたが、効果は限定的でした。人材確保が困難になる中、外国人技能実習生の受入れのために、中間管理団体とも協議を重ね、令和５年度末にはミャンマーから３名を雇用することになっています。
　小国支援学校との連携では、児童の個別ケース会議や保護者・学校との連携が行われました。スペシャルオリンピックスのフロアーホッケーやボッチャは、新型コロナウイルスの５類感染症への移行を受け、毎月実施することができるようになりました。１１月には、熊本県チームに選出された選手が、長野県で開催されたスペシャルオリンピックスナショナルゲームに参加し、フロアーホッケーとフロアーボールで優勝（金メダル）しています。　４年ぶりに、12月開催された第10回ユニバーサルフロアーホッケー九州大会では、見事に優勝（２連覇）しました。小国支援学校が普及に向けて取り組んでいる「ボッチャ」による「小国カップ」にも、参加しました。
令和3年2月から、事故防止のために収集していた「ヒヤリハット」以外にも、児童や利用者の「にこりほっと」を収集することにしました。事故やミスを前提にするためにネガティブなイメージがあり児童や利用者の行動制限につながる「ヒヤリハット」に比べ、「にこりほっと」は児童や利用者のプラス面に着目して共有することにより満足度の向上につながるとされています。「にこりほっと」の収集は、サポートセンター悠愛で生活又は活動する児童・利用者が、笑顔でいられる時間を広げていくために導入されました。
【令和5年　「にこりほっと」最優秀賞】
陽なたぼっこ「人が倒れているみたいなんです」（藤崎雅也さん）　荒尾一磨
　いつも電話で話をすると慌てた様子で、話をされる藤崎さんなんですが・・・。何を言っているのかわからないので、電話取るときだけでも、ゆっくりはっきり「はい、藤崎です」と返事をしてと約束して、身についてきたところ。配達先のお年寄り（61歳ぐらいですが）が倒れていると、職員の携帯に連絡がありました。出来るだけ落ち着いて、説明しようとするも、「いつもお弁当を置いているとこの横、台所の通路みたいな、上半身裸だったので、上着をかけました」で、なんのことと尋ねると、「人が倒れているみたいなんです」とのこと、生きているか確認すると「生きていると思います」との報告。藤崎さんには、職員が対応するので落ち着いて配達を続けるように伝え！！職員が対応し、救急車を呼び無事事なきを得ました。後日、家族からお礼の電話がありました。
　配食サービスが地域の方の見守りを行っている、障がい者が地域と共生しているなぁと思いながら、藤崎さんの心配性が役に立ったなとにこりほっとしました。
超高齢化と少子化、人口減少という社会構造の変化が、大きな変革を伴って福祉の現場にも押し寄せてきています。
児童福祉の分野では、戦後の孤児支援から発展し家庭の代替機能としての役割を担ってきた児童入所施設は、経済発展などで生活が豊かになり核家族化と少子化によって、その役割が縮小すると予測する意見もありました。ところが、児童養護施設の入所児童の数は減少しませんでした。それは、親の虐待を理由とした入所が4割になり、何らかの障害を抱えている児童も3割になるという社会問題を反映した結果です。これは、「非正規雇用の増加、家庭機能の脆弱化、そして地域の共助機能の低下。社会のひずみが子どもに犠牲を強いている」ことが原因だという見方もあります。その結果、児童養護施設の機能強化、小規模化と地域分散という大きな流れが加速。家庭養育優先の実現に向けて、里親委託率について学童期以降は10年以内に50％以上にするという数値目標も定められました。（実際の里親委託率は2割程度にとどまっています。）
この流れは、障がい児入所施設にも及び、「障がい児入所施設の在り方に関する検討会」にあるように、社会・経済環境の変化に伴い被虐待児が増加するなどケアニーズの高い入所児童が多くなっていることから、専門性の高い支援が求められるようになっています。また、障がい児グループホーム（仮）の創設など、小規模化や地域分散も推進され、更に、里親やファミリーホームを支援するフォスタリング機関としても期待されるようになりました。
また、障がい福祉の分野では、平成元年に制度化されたグループホーム入居者数が増加を続け12万人になりました。令和元年度の施設入所者数は、127,324人。令和元年度のグループホーム入居者数は、129,538人。令和2年度には、132,449人になり、施設入所者数を上回っています。令和3年4月の障がい者支援施設の利用者数126,962人に対して、障がい者グループホーム利用者は144,570人です。その一方で、内閣府の集計では、15～39歳の若年引きこもりが54.1万人、40～64歳の中高年引きこもりが61.3万人になるといいます。特に、80代の親が50代の子と共に困窮する「8050問題」が深刻化しています。この引きこもりの中には、多くの障がい者がいると推測できます。実際、少子高齢化や人口減少が急速に進む小国郷においても、主な介護者（支援者）を失った人々が障がい福祉サービスにつながるというケースが後を絶ちません。社会とのつながりが家族や医療機関などに限られていたとはいえ、地域での暮らしから集団生活である施設入所に移行するということは大きな負担を強いることになります。また、児童福祉の分野でも小規模化や地域分散が推進されようとしており、児童入所からグループホームへとつながるケースも増えていくはずです。
但し、障がい者支援施設の入所者数は減少傾向にあるとはいえ、厚労省が目標とする地域移行は、第3期障がい福祉計画の削減目標10％、第4期障がい福祉計画（2015～2017年度）の削減目標を12%、第5期障がい福祉計画（2018～2020年度）の削減目標9％、第７期障がい福祉計画（2021～2023年）の削減目標6％と前期より低く設定されています。これは、入所者の重度化、高齢化により地域移行が困難になったためだとしています。実際、障がい者支援施設の第4期減少幅は全体の5.8％程度で、第5期（～2020年度）に関しては4.9%の減少にとどまっています。
また、日本の人口が全世界の2％に過ぎないにもかかわらず、世界全体の精神科病床の20％が日本にあり、1,000人当たりの精神病床数は2.7床で他国に比べて断トツに多い現状にあります。その他、一般病床の平均在院日数が29.1日であるのに、精神科病床は285日です。これも、世界ワースト1位です。このように、日本の精神科医療の隔離収容主義は、国際社会からの強い非難を浴びています。このため厚生労働省は、令和3年度から5年度の第6期障がい福祉計画において、退院率を3か月後；69％、6か月後；86％、1年後；92％に定めました。精神病床からの退院後4割が1年以内に再入院している現状を踏まえ、退院後1年以内の地域での平均生活日数の目標を、316日以上に定めました。1年以上の入院患者数も、10.6万人～12.3万人にするという目標も定めました。精神病院の退院後の生活では、共同生活住居（グループホーム）が大幅に増えています。日中サービスは、就労継続支援Ｂ型事業所が大幅に伸びています。精神障がい者の地域移行と生活を支える重要な社会資源として、グループホームや就労系サービスが重要になっています。アパートでの一人暮らしなども増えていることから、自立生活援助サービスも今後増えることが予測されています。このように、精神障がい者に対応した地域包括ケアシステムの構築が必要になっています。
上記のように、障がい者支援施設入所者の地域移行、引きこもり支援の問題、精神障がい者の退院促進も含めて、グループホームに対するニーズは、ますます大きくなっていきます。それと当時に、生活の拠点を地域に分散することだけではなく、生活介護や就労系事業所などの活動拠点を整備していかなければなりません。
サポートセンター悠愛では、障がい者支援施設入所者数がグループホーム入居者数を上回ったのは、今から15年前、小国学園時代の平成21年度です。これ以降も、グループホームの入居者数が増加の一途をたどり、同時に就労系をはじめ活動拠点の地域内開設が行われました。この結果、現在サポートセンター悠愛関連の建物等は、地域内40か所にも及んでいます。これだけ多くの障がい者関連住居や活動拠点がある地域は、それほど多くはないはずです。現在話題になっている佛子園（石川県）の取組みは、他の追随を許さない素晴らしい取り組みですが、施設の中だけではなく本来地域の中に障がい者が暮らし、活動することで社会を開墾していくことが重要ではないかと思われます。小国郷には多くの障がい児者が暮らし、活動しています。佛子園のような圧倒的な映像（ドラマチック）にはなりませんが、普通の暮らしに近い取り組みをこれからも地道に築いていくことが、サポートセンター悠愛の進むべき道です。
集団から個へ、施設から地域へ、そして地域共生社会の実現へと社会福祉法人（障がい福祉サービス等）の地域貢献が義務付けられていることも念頭に置いた施設運営が求められています。
「ある社会がその構成員のいくらかの人々を締め出すような場合、それは弱くもろい社会なのである。障がい者は、その社会の他の異なったニーズを持つ特別な集団と考えられるべきではなく、その通常の人間的なニーズを満たすのに特別の困難をもつ普通の市民と考えられるべきである」（1980年国際障がい者年行動計画）
根深い優生・隔絶主義に対するサポートセンター悠愛の挑戦は、これからも続いていきます。
（1） 日常生活支援
【サービス管理責任者総括】

今年度は第二悠愛GH事業所が5月に新たな日中活動支援型GH「明星」を開設した関係でこれまで入所支援を利用していた7名の利用者がGHへと移行していきました。そして新たに5名の入所希望者の受け入れを行っています。ここ数年なかった利用者の入れ替わりの多い1年になりました。利用者の中にはそういった人の変化で情緒が不安定になる方もおられましたが、時間の経過とともに落ち着きを取り戻しています。幸い大きな事故等にはつながりませんでしたが、今後は環境の変化に際して一人一人に応じた丁寧な情報の伝達を行っていく必要があると痛感しました。今現在の入所定員は30名で、現員が27名となっています。また待機者として2名の方が登録している状況です。定員については空きこそあるものの現在の入居者の特性や女性居室が埋まっていることにより、新たな入所希望者の受け入れは退所者が出ない限りは困難な状況となっています。ただ一方で、第二悠愛は障害者支援施設における法的な位置づけの関係で、行政からの緊急的な受け入れ要請があれば定員に空きがある以上はそれを断ることができないという事情もあるため、今後そういった要請があった場合につき今現在個室で生活されている方でも相部屋になる可能性があります。そういった事情を踏まえながら、よりいっそうの一人一人の特性に応じた支援を心がけて日常の支援の質を高めていく必要があります。
　入所支援全般においては今年度も引き続き利用者の日常生活を送る上で必要な衣食住の支援や環境整備、専門職種による健康・栄養管理を行っています。また併せて個別支援計画に基づいた自立に向けた支援や余暇支援を展開し、法人の理念にもある一人一人のその人らしい幸せな生活が送れることを目標に支援に励みました。昨年度まではコロナウイルスの影響で生活や外出の場面で制限を受けることがありましたが、今年度は5月にコロナウイルスの感染症としての位置づけが5類に引き下げられたこともあり、コロナ禍前のような余暇支援や行事を実施することができるようになりました。特に秋季旅行においては数年ぶりに県外への旅行に行くことができ、またその中には当事者団体「どげん会」の旅行に同行して東京ディズニーランドに行かれる方達もいました。制限がなくなった中で数年ぶりに家族と面会をされた方、帰省をすることができた方も中にはおられるので本当に嬉しく思います。コロナウイルスを始めとする感染症に対しては今後も流行期には職員一同でマスク着用の奨励、手洗いうがいといった予防に努めながら、施設内に持ち込まない、拡げないことを念頭に利用者の健康管理に努めていきます。また今年度の新たな取り組みとしては法人内の虐待防止研修をきっかけに事業所内に虐待防止リーダーを配置して、月ごとのケース会議の中で普段の利用者の生活の中で職員による不適切な支援の芽がないか検証・検討する時間を設けています。日常においてはこれまでと同様に平日夕方の担当職員との個別外出の時間や休日の小グループによる外出支援（通称そよカフェ）を継続して実施しながら、夜に居酒屋やカラオケでお酒や食事、交遊を楽しめる機会としてナイトレクを不定期で実施しました。利用者の楽しみや社会体験を養う支援を今後も継続していければと考えています。環境面においては建物や設備が老朽化により不具合が生じることが度々起きました。その都度、内容ごとに地域の施工業者を頼り、迅速に処置を施してもらっています。
　今後もサポートセンター悠愛の方針としては障害者支援施設の解体を目標に入所利用者の地域移行が推し進められることになっています。ただ、昨今の物価高による資材高騰や人材不足の関係で新たな重度障害者向けのＧＨの開設計画が見直されているような状態です。入所者の地域移行へ向けた動きは緩やかにはなりましたが、引き続き利用者一人一人の願いや気持ちに寄り添う姿勢を欠かさずに、障害者支援施設としての使命を職員一同で協力し合いながら全うしていきます。
日常生活を「食事」「排泄」「着脱衣」「清潔・衛生（歯磨き、洗面、入浴、掃除、整頓）」「睡眠（準備、就寝、起床）」の項目で支援を行いました。
　理解力や表現力などコミュニケーション能力がある方は、特に、主体性を尊重し、選択する権利と、決定する権利を確保するための生活支援（意思決定支援）に取り組みました。また、認知能力に重度の障がいがある方については、規則正しい生活をしながら身辺処理の支援に重点を置き、健康及び体調の維持等（最善の利益確保）に努めました。特に運動不足にならないよう生活介護を中心に残存機能の維持を行いました。
　食事入浴には時間帯を設け、それぞれの生活リズムに応じて利用できるようにしています。健康上ダイエットの必要がある利用者がいるため、カロリー計算による特別食を提供している方もいます。また、重度高齢化による嚥下障害等で、刻み食やペースト状の食事提供などが必要になっています。　
（2） 余暇支援
　新型コロナウイルスの5類感染症移行で規制が緩和される中、地域行事の参加、レクリエーション、秋季旅行、忘年会の年中行事など外出の機会を利用し、買物や社会資源の活用などの体験を通して社会参加を積極的に行いました。また、レクリエーションや旅行で、様々なコースを準備し、ニーズや希望により沿うことができるように、本人の主体性を尊重する仕組みを作っています。
【体育関係】

利用者の体力増進や健康維持、競技力の向上を目的に企画立案、実施をしています。
主な活動記録は表(1)をご参照ください。
活動記録　表(1)

	月
	お　も　な　取　り　組　み

	4月　
	スペシャルオリンピックス(以下ＳＯ)【フロアボール】【ボッチャ】

	5月　
	SO【フロアボール】、【ボッチャ】熊本県障がい者スポーツ大会

	6月　
	SO【フロアボール】、【ボッチャ】

	7月　
	SO【フロアボール】、【ボッチャ】

	8月　
	SO【フロアボール】、【ボッチャ】

	9月　
	SO【フロアボール】、【ボッチャ】、第7回くまもと障害者ペタンク大会

	10月　
	SO【フロアフロアボール】、【ボッチャ】、熊本知的障害者施設親善スポーツ大会、全国障害者スポーツ大会、第44回阿蘇郡市身体障害者体育大会、モルック大会

	11月
	SO【フロアホッケー】、【ボッチャ】、SO冬期ナショナルゲーム

	12月
	SO【フロアホッケー】、【ボッチャ】、ユニバーサルフロアホッケー九州大会

	1月　
	SO【フロアホッケー】【ボッチャ】

	2月　
	SO【フロアホッケー】【ボッチャ】南小国町駅伝大会

	3月　
	SO【フロアホッケー】【ボッチャ】小国町駅伝大会（中止）


令和5年5月より新型コロナウイルスが5類に分類されたことで、コロナ禍以前のように各イベントや行事が再開されました。体育関係の行事等を多くの利用者が楽しみにされており、告知を実施すると積極的な参加が目立ちました。
・駅伝について
　南小国町駅伝へは2チームが出場しています。支援員と利用者の混成チームでタスキをつなぎ完走することができました。小国町駅伝に於いてはコロナウイルスの影響で中止になっています。
・スペシャルオリンピックスについて
　　令和5年4月より新たなプログラムであるフロアボールとボッチャの2競技を月に1回、通年で実施しています。前年度まで小国支援学校体育館を利用していましたが、諸事情により使用が困難となったため、現在は小国小学校体育館を利用しています。11月は冬期ナショナルゲームが長野県で開催され、数名の利用者が参加しています。大会結果は各ディビジョンで優勝することができました。遠い地域で連泊し大規模な大会へ参加する経験は有意義で思い出深いものとなったようです。
フロアボールはフロアホッケーと比較すると難易度が高く、以前より親しみのあるフロアホッケープログラムを所望する利用者が多数おられました。両競技を同時に実施することは困難であるため、今後どのようにプログラムを実施していくのか課題となります。
・全国障がい者スポーツ大会への参加について
　熊本県障がい者スポーツ大会で上位入賞された方が熊本県代表となり鹿児島県で行われる全国大会へ出場することになりました。体育委員が強化合宿から本番の大会まで引率を行い心身面のケアを実施しています。800メートル走、1500メートル走に出場し好成績を収め、メダルを獲得することができました。
・10月の行事について
　スポーツ大会の特性から秋に実施する大会が多く、10月に4つの大会が開催され、希望する利用者のために調整を実施しています。そのなかで利用者の参加したい大会が重複したり引率の体育委員配置が困難でありました。今回のようなケースでは体育委員のみで調整するのではなく、他の支援員の協力を要請する必要があったと感じます。次回以降の大会については人員配置等を再考し対応したいと考えております。
　
【年中行事】
前年度までは規模を縮小し様々な行事を行ってきましたが、今年度よりコロナが5類に移行したことをうけ制限を緩和し実施することができるようになりました。4月の権現祭では昨年に限りお花見と神事を分けて行いましたが今年度より阿蘇市の神社に依頼したことで従来通り同じ日に行うことができました。7月のスタミナ会も福祉夏祭りの再開により3年ぶりに開催、ご利用者の方々も大変喜ばれていました。特に秋季旅行では県外にまで幅を広げ希望に沿ったプランを提供し、大変ご好評を頂きました。その他にも長年同じ会場で忘年会を行ってきましたが、マンネリ化の解消や温かい料理を食べて頂きたいと多数の意見が上がり、今年度は就労支援B型で事業展開している「天空の豆畑」に協力を要請し、盛大に執り行われました。
令和2年から始まった新型コロナウイルス感染により、様々な制約の中で出来る限りのサービスを提供して参りましたが、ご利用者やご家族におかれましては大変もどかしく辛い時期だったと思います。しかし行事委員会としての催しはコロナ前のように明るい兆しが見えてきた一年となりました。
第30回　ふくし夏まつり
4月　　　　　ふくし夏祭りの起案
5月中旬より　事務局会合　計６回　実行委員会　計4回
8月　　　　　第30回ふくし夏祭りの開催
本年度、令和元年度以来4年ぶりとなるふくし夏祭りを開催する事ができました。4年ぶりの開催という事で、夏祭りの開催にあたっての手順や指示等に課題は残りましたが、実行委員をはじめ、地域コミュニティやボランティアの方々の多大な協力により無事成功に終える事ができました。高齢者や障害のある方々をはじめ多数の来客があり、委託店舗によるバザーや様々なステージ、フィナーレの花火等の催しを楽しむ事のできた有意義な夏祭りとなりました。
（3） 作業・活動・就労支援（日中系サービス）

【第二悠愛日中系サービス総括】　

生活介護（第二悠愛活動支援センター・柿の木授産作業所・和き愛あい・園内授産作業所）　生活訓練
今年度、生活介護事業所(園内授産作業所・柿の木作業所、草木作業所)において、株式会社インターナショナル・ケミカル：フルーツキャップ、下巣畑農産：シール貼り、旅館黒川荘：温泉セット、乳菓子屋：シール貼り他、の仕事の委託を受け、利用者の方に仕事を提供しています。また草木作業所ではこの他に、ストールやのれん等の染物、福銭梱包、法人内A型事業所からの委託作業を行っています。それぞれ納期があったり、量の指定があったりと外部の会社からお仕事をいただく上での大変さもありますが、それが利用者の「やる気」や、「仕事」というものへの取り組む姿勢に繋がっています。職員もまた利用者の仕事のサポートと支援に日々追われていますが、商品が仕上がり納品されていく達成感を、利用者の皆さんと一緒に感じているところです。
　活動支援センターでは、今年度も旧万成小学校跡地を利用し、活動を行いました。基本的に最重度の利用者の方々の活動の場所となっており、それぞれの特性や体力、相性等を考慮し「すみれ」「ひまわり」「コスモス」「がまだし」「つくし」の5班に分かれ、一人一人の特性に合った個別活動、運動プログラムに取り組んでいます。気候の良い時にはできるだけ外に出て周辺の散歩や畑作業、園芸作業を行っています。また雨天時には体育館での運動や遊びを通じて、体力や健康の維持に努めています。その他、班ごとにレクレーションや季節ごとのイベントを企画し、利用者の楽しみの一つとなっています。その中で特に好評だったのが「おやつ作り」で、かき氷や綿菓子、ホットケーキ作りを体験しました。それぞれ、自分でできる過程を手伝い、みんなで作り上げたおやつ会はとても楽しい時間となりました。
【悠工房総括】　生活介護
令和5年度は悲しい出来事がありました。明るい性格で、熱心に角皿作りに励んで頂いていた高村勇次さんがお亡くなりました。近年持病の悪化や転倒による怪我等が増えた事を踏まえ、悠工房においても利用者さんの健康維持を目的にした運動プログラムの実施と健康観察・転倒を未然に防ぐための付き添いや環境整備を行ってきました。功を奏し、大きな事故や怪我無く過ごす事ができました。
本年度は新しい仲間も増えました。精神障がい者の方の利用も増えてきました。情報を共有し、統一した支援が提供できるように職員間で協議して対応しました。
新型コロナ感染症が5類へ移行になり、活動の場も以前の水準に戻ってきました。引き続き感染予防に留意しながら、町内外の納品や町の秋祭り・ふくし夏まつり・小国町の文化祭・各イベントへ参加しました。また市場の活性化に伴い需要も増えました。通常製品の製作や個人のお客様のニーズに合わせた製品づくりに取り組みました。様々な製品作りを行う上で利用者さんのマンパワーが力となり、また新たな受注へと繋がりました。作業工程の広がりにより、利用者さんが新たな作業に挑戦し、皆さんで協力して作り上げていく、また自分がやりたい作業を選択していく。という選択肢を持った新たな作業形態が構築されつつあります。
全国で取り組んでいるＳＤＧｓにも取り組みました。身近に感じている目標を3つ選択し、取り組みを事業所成果発表会で発表しました。皆さんにも考え、取り組んで頂けるきっかけになればと思います。
　廃油回収事業においては、地域への社会貢献として利用者さんと共に小国郷の店舗の廃油回収を引き続き行いました。飲食業界においても著しい回復がみられ、新規のお店の廃油回収が増えました。通常作業と廃油回収事業の両立を図り、収益を上げる事で利用者さんの賃金アップへ繋げる事ができました。
【就労支援センター陽なたぼっこ総括】　就労移行支援　就労継続支援Ａ型　
就労支援センター陽なたぼっこでは就労移行支援（定員６名）就労継続支援Ａ型（定員２０名うち雇用型１５名・非雇用型５名）の福祉サービス事業所としてサービスを提供しました。以下4事業所にて（高齢者向け配食サービス・農福連携レストランすずかれん・地域移動販売サービス・薬味野菜の郷小国）利用者の能力を考慮し、それぞれが役割を担いながら作業に取り組んでいます。また、障がい者が地域の中で活き活きと生活できるように、雇用面や、地域での役割・やりがいを考えながら事業推進している状況です。
その中で就労継続支援Ａ型では、レストラン事業を昨年に引き続き取り組みました。

農福連携レストランすずかれんでは、地域のレストランとして幅広い年齢層から認知されており、安定した集客ができました。また、SNSの普及により、観光客に検索され高評価から週末の集客率アップにつながり小国郷の住民だけではなく、地域外からの顧客を多く獲得することができています。

昨年度、24時間テレビ特別仕様福祉車両(移動販売車)を贈呈されました。2年目を迎え、口コミから固定客も徐々に増え安定した収入が見込まれるようになりました。小国町のエリアを5つに分けて、月曜から金曜まで販売を行なうことから地域住民も一週間のルーティーンにもなっているようです。 

今年度10月より小国町の委託事業から指定管理業者としてが決定が下り「薬味野菜の郷おぐに」を引き継ぐこととなりました。A型利用者の雇用の場となり、新たな可能性に向けて取り組み中。また、生産者との関係性を構築しより良い店作りに従事しています。

就労移行支援においては、７名の方が利用され3名の方が就労することができました。一般就労で製材所に1名、同法人内のB型事業所に1名、レストランすずかれんに1名就労されています。また、施設外実習にて、製材所・きくらげのキノコ工場に実習に参加されました。

【大豆工房小国のゆめ総括】　就労継続支援Ｂ型

就労継続支援B型事業「大豆工房　小国のゆめ」（定員34名）では、引き続き小国郷農福連携と6次産業化を進めてきました。耕作放棄地を活用した農作物の栽培、豆腐、揚げ等の製造販売、農福連携レストラン「天空の豆畑」の運営、鶏卵事業に取り組みました。豆腐、揚げ等の販売が開始され8年目になる今年度は、圃場6haに原料となる希少大豆「すずかれん」の植え付けを行ないました。しかしながら、温暖化による高温障害や害獣被害で収穫量は900ｋｇにとどまり、製造に必要な量を確保することができませんでした。伝えたい農業遺産に認定されている「おぐに黒大豆」、米、夏野菜、落花生などの農作物も休耕地80aを活用して栽培しました。稲作では、今年度初めて苗作りから挑戦し、１．７haで米の栽培を行ないました。その中で稲苗約80枚は一般販売しています。
　豆腐等の製造販売においては、一般販売や旅館等への卸売りなど、安定した収入を確保する事が出来ています。特に移動販売車「陽なたぼっこ号」での販売は好調で、今までお届けできていなかった山間部への販売が可能になり、売上を伸ばすことが出来ています。また、ふるさと納税を含め、ギフトセットの販売も好調で収入を確保することができています。
　農福連携レストラン天空の豆畑においては、温泉の地熱を利用したお料理が好評で、たくさんのお客様にご来店いただき、売り上げを伸ばすことができています。さらにレストランを運営することで、地域の活性化にも貢献できたと思います。一方で、異物混入等の苦情も発生して、更なる衛生管理の徹底を再構築することになりました。
また、今年度は、レストラン敷地内に蕎麦打ち場の増築を行ないました。障がい者の雇用を行うとともに、新たな看板メニューに手打ちそばが加わりました。更には、鶏卵事業の九州ロード廃鶏を利用した蕎麦と地鶏をコラボさせた究極の親子丼と地鶏南蛮そばの新メニューを提案し、11月に関係者を招いての試食会を開催しました。
　鶏卵事業鶏では、地鶏九州ロードを600羽養鶏して、一日平均して200個を採卵し、農産物販売所や道の駅、旅館等で販売する事ができています。餌には豆腐を作った際に排出されるおからや耕作放棄地で栽培したトウモロコシを与え、鶏舎内で放し飼いにする飼育方法で安心安全な卵を生産しました。同時に鶏糞は大豆畑に散布して、循環型農業の確立に向け取り組んできました。しかしながら、雛からの飼育は専門性が高く、飼育体制の構築にはまだ至っていないのが現状です。一方で、採卵の終わった鶏を食肉用に加工して、イベント等にて地鶏炭火焼として販売しました。現在、JKA（けいりん）補助金の交付が決定して、旧悠和の里の建物を食肉加工施設に改築中です。
　その他、電気乾燥機を活用した切り干し大根の製造販売、あっぷるミントや下巣畑農産、JA集出荷場などの施設外実習、小国町から委託している社会体育施設清掃業務に取り組み、収入確保に努めました。
また、今年度は耕作放棄地を活用した、循環型農業の実践等が評価され、九州厚生局「地域共生社会推進賞」において大賞をいただくことができました。

現在は34名の定員に対して、36名の方がサービスを利用されており、平均工賃24,000円と目標としていた20,000円以上を達成する事が出来ています。

【悠遊工房（木工作業所）】
所属利用者11名（入所 1名　・　共同生活　11名　・　通所　3名）
　令和５年度の木工作業所の報告として利用者の方が安心して通って頂ける空間づくり、月２回の納品に同行しての社会参加、SDGｓ目標達成を目標に掲げていました。
今年度はSDGｓ目標を３つ選び、その目標達成に向けて全員で協力して取り組んできました。今まで製品を作るときに出る端材は処分していたのですが、再利用できないかと全員で知恵を出し合いクリスマスツリーや焚き付け用薪などの新製品を生み出し端材の活用と売上アップにつながりました。
あと、商品製作の効率アップの為に作業工程を見直し、お一人おひとりの強みを生かして新たな作業にもチャレンジして頂きながら、全員で協力できたことで以前よりも効率が上がり商品製作時間の短縮と何よりお一人おひとりが働きがいのある仕事を持つ事で自信に繋がりました。
新型コロナウイルス5類移行に伴い、納品同行も再開しました。納品同行する事で社会参加する事ができ、かつ自分の商品が売れていることを実感でき意欲の向上が見られました。
レーザー加工機では個人のお客様より記念品等の注文が多く入り、デザインなど工夫しながらお客様に大変喜んでいただける商品を作る事ができました。
【らくらく窯（陶芸作業所）】
所属利用者　名（入所　2　名　・　共同住居　9　名　・　在宅　4　名）
　令和5年度の陶芸作業所は、利用者の方が来所された際には心身の状態や作業の進捗状況を確認しながら、その日の作業を選択できるような取り組みを行っています。
　利用者の方の特性に合わせて毎日同じ作業を行うのではなく、選択肢を複数持つ事で作業に幅を持たせています。また、オリジナル製品のデザインなども支援員と利用者の方で行い、新製品の製作も出来上がり新年より販売開始の予定となっております。
　ただ、その製品の製作に携わっておられた、高村勇次さんが急逝されました。様々な製品に携わっておられたので、今後の製作作業を他の利用者の方々で行っていきます。
　令和5年度は、新型コロナの5類移行により小国郷への観光客の増加が見られています。その影響により主な納品先である、旅館より通常納品以外の受注が増えております。道の駅などの観光施設への納品も令和4年度に比べると増加傾向にあり、納品同行をしている利用者や製作に携わっている利用者の製作意欲にも良い影響を及ぼしていると考えます。
　また、利用者の方も納品に同行することにより地域とのつながりを持つことができておられます。
　令和4年度までは、新型コロナの感染拡大によって開催が中止されていた各種イベントが多くありましたが、令和5年度は入場制限等もなく以前の賑わいが戻り出店させて頂く機会も増えました。イベント販売・使用による受注も戻り、利用者の方々の頑張りにより無事納品をすることができました。
　利用者の方の状況は、令和4年度に続き高齢化などにより支援内容が変更となった方も居られます。送迎の支援員による口頭での伝達や連絡帳を使用し、身体の状態確認を行いながら利用者に合わせた臨機応変な支援を継続して行っています。また、心身が不安定となった利用者の方々にも同様に支援員同士で情報共有を行いながら臨機応変に支援を行い、落ち着いて過ごせるような支援となるように心がけています。
　また、高齢となり運動プログラムへの参加が難しくなってこられた利用者も居られますが、安全に過ごしてもらうために無理のない範囲での参加をして頂いています。
　【園内授産作業所】
所属利用者　名（入所　５名　・　共同住居　９名　・　在宅　４名）

授産作業所班では、１８名の方が作業をしています。ここ数年流行したコロナウイルスも５類となりましたが以前同様に体調面の観察、検温、手指消毒など感染予防に努めました。作業内容としましてはフルーツキャップや黒川壮の温泉セット、下巣畑農場の干芋のシール貼り、乳菓子屋のシール貼り、シートカッティングなどに取り組んでいます。作業内容によっては細かい作業を必要とすることがあるので補助具を作成し分かりやすい作業工程に努めています。しかし利用者の方の作業として給与アップ、生産活動に参加するという意味ではまだまだ作業量が足りません。フルーツキャップや温泉セットの仕事は利用者の皆さんが習熟されたことと、かかわる人数の多さで、１週間分の仕事が早く終わってしまいます。その為、今後も引き続き新しい作業の獲得に努力していきます。創作活動としては苔玉作りに挑戦し福祉夏まつりや小国文化祭に出展することができました。また椅子に座り作業を行うことが多く、若い利用者の方も在籍しているので、心身機能の維持の為、天気の良い日には毎日約３０分弱の屋外歩行も行っております。
　その他、楽しみな時間としてクッキングなど季節を感じる行事として計画しました。作業と違って楽しむ姿がみられ率先して手伝う利用者の方もおり、普段とは違う表情を見る事も出来ました。
　【柿の木授産作業所】
所属利用者　１１名（入所　５名　・　共同住居６名　・　在宅　　名）
現在柿の木授産作業所では、１１名の方が作業をしています。作業内容としましてはフルーツキャップやペーパー折り、昨年度末から今年度初めまでラムネのラベル貼りをしています。また以前たんぽぽ作業所でボタニカルキャンドルを作る創作活動をした事があり、年度初めより花壇に花を植え、咲いた花はドライフラワーにしボタニカルキャンドルを作ることが出来ました。しかし利用者の方の作業として給与アップ、経済活動に参加するという意味ではまだまだ作業量が足りません。フルーツキャップの仕事は利用者の皆さんが習熟されたことと、かかわる人数の多さで、1週間分のノルマは早くに終わってしまいます。その為今後も引き続き新しい作業の獲得に努力していきます。また椅子に座り作業を行うことが多く、若い利用者の方も在籍しているので、心身機能の維持の為、天気の良い日には毎日約３０分弱の屋外歩行も行っております。
月に一度は楽しみな時間としてクッキングや畑での活動も計画しました。ケーキ作りでは率先して手伝う姿が見られる利用者の方もおり、普段とは違う表情を見る事も出来ました。
　【愛あい工芸（草木染め作業所）】
所属利用者　9名（入所　0名　・　共同住居7名　・　在宅2名）
　草木染作業所では9名のご利用者様が日々作業に取り組んでいます。活動内容としてはこれまで続いている草木染め、宝来宝来神社の福銭の包装、小国のゆめから受託している大豆製品の袋詰め、個別の機能訓練に加え、新たに乳菓子屋の焼き菓子用のシートの成形にも取り組んでいます。新型コロナウイルスが5類に引き下げられたことを機に全ての生産品の納品数は増えましたが、草木作業所での生産が追い付かないことから大豆製品のおから茶、おからパウダーの袋詰めの受託を終了しました。また、生産活動を優先することから今年度のレクリエーションはクッキングが1回実施できただけでした。前年度より課題となっている運動についても生産活動の優先と職員の配置人数により実施することが困難な状況が続いています。
　健康面ではインフルエンザが全国的に流行し草木染作業所の利用者も1名感染しましたが、作業所内で感染が広がることはありませんでした。
【廃油回収作業所】
今年度も利用者の方と一緒に小国郷内の廃油回収活動を行ってまいりました。新型コロナウイルスの5類感染症への移行に伴い、観光業も活性化しています。新規回収依頼を頂いています。今年度も少しずつ口コミで回収依頼が広がっている状況です。
　また、利用者の社会参加の場所を提供するため、第二悠愛の生活介護事業所にも協力をしてもらい小国郷内の回収場所を指定し、活動の一環として回収作業を行っております。
産業廃棄物として扱われていた油を回収し、社会貢献活動の一端を担う事が出来ています。
【つくし班（生活介護）】
所属利用者　8名（入所　3名　・　共同住居　４名　・　在宅　１名）
6月より入所の利用者さんが1名増え合計8人での班構成となりました。今年も、昨年同様コロナウイルスの予防より手洗いや手指の消毒の徹底を行いました。活動は主に午前中は屋外、体育館にて歩行を行い体力の向上・維持に努めており、活動支援センターを出発しほぼ毎日、休憩をはさみ４０分ほどの時間をかけ歩かれています。雨の場合は体育館にて歩行し、寒くなる冬場は日の照り出す午後に歩行を変更し、屋外へ出やすい時間帯で支援をし、適度な運動量の確保に努めています。
1日の予定を大きく午前、午後で分けて提示を行い個別ワークでは、１人１人のスケジュールを立てて活動の始まりと終わりを知らせ、見通しを持ってもらうことで安心して活動に参加できるように支援してきました。またご利用者の方の興味や関心があることを取り入れ、作業に飽きがないように工夫して支援しています。作業終了後の時間には、大好きな音楽鑑賞やiPadなどを使用し、自分だけの時間を有意義に過ごされている方もいらっしゃいました。
バイオ活動にも積極的に参加されて廃油の乗せ降ろしを職員と共に手伝って下さる利用者さんも居られました。
今年度は地域社会に触れる活動として毎日食べられるおやつを購入しにダイレックスに行かれています。カゴを持ち、カート押しなどを手伝って頂き自ら食べたいおやつを選んで頂き、自動精算機での支払いを職員と行いました。自ら選んだお菓子を食べる際に嬉しそうな表情が見られました。
12月にはクリスマス会として日田市に外出レクを行いました。好きなマックのメニューを見て自ら食べたい物などを選ばれていました。
　【がまだし班（生活介護）】
所属利用者　9名（入所　　4名　・　共同住居　　3名　・　在宅　　0名）
今年度は新規で荒家直弥さん、坂本智さんの2名が加わったので、合計9名での班編成になりました。
今年度も活動内容としては野外歩行、悪天候時は体育館活動、個別活動を主な活動として取り組んできました。マンネリ化を防ぐ為に多種多様な活動に調整をして頂き、安心して活動を行える環境設備に取り組んでいます。
歩行活動では基本的には午前に屋外歩行運動、午後からは個別の活動の時間としています。バイオ活動や、荒天時には他の班と調整を行い、体育館の人員が多くなり過ぎないよう調整も行っています。歩行運動のコースは皮膚炎を持たれている利用者ががまだし班に所属しされているので「30分以内の歩行運動」と制限の中で時間の許す限り歩かれたり歩行スピードも異なるので色々工夫をしながらではあるが歩行運動をさせて頂いています。
悪天候時は活動支援センターの体育館での歩行運動を20分運動10分休憩20分運動と屋外歩行時と同等の運動量を目指し、適度な運動量の確保に努めております。
　個別課題の面では利用者一人一人に合った個別課題を提供し取り組まれています。「本人さんが課題をしやすい様に課題を置くスペースの配慮」や「本人さんの興味がある課題の提供」や「音楽を流したりして集中できる環境」などを行い、落ち着いて過ごせる環境づくりを行いリラックスして個別課題による残存機能の維持や機能の向上を図っています。
　また、環境整備として斎藤さんが利用している個室の床の工事と、人数が増えたことによって個人の机が足りない状況になった為、新たにこれまでより小さな机を人数分用意し、密度が高くなりすぎないように配慮を行いました。
　【ひまわり班（生活介護）】
所属利用者　7名（入所　1名　・　共同住居　6名　・　在宅　0名）
令和5年度から利用者さんの移動があり入所1名、GH6名となっております。
新型コロナウイルスが５類感染症に移行され少しずつですが行動制限が解除になりましたが12月にはインフルエンザウイルス感染による活動休止がありました。
作業については音楽を楽しみながら型はめ、パズル、塗り絵、マグネットを使った物、ボールを使って機能訓練を行い、その方の特性ストレングスを生かした支援を行うことが出来ました。レクリエーションは綿菓子作り、活動支援センターの花壇を開墾し畑として使いサツマイモの芋ほりを行っております。
運動についてその方に合った運動を取り入れており、天気のいい日は公民館や神社まで歩いたり、天気の悪い日は体育館で室内歩行したりと活動に取り組むことが出来ています。
　【コスモス班（生活介護）】
所属利用者　4名（入所1名　・　共同住居2名　・　在宅1名）
新型コロナウイルスが５類感染症に移行され少しずつですが行動制限が解除になりました。歩行運動も室内歩行から野外歩行に変わりつつありましたが春、夏、秋共に日差しが強い日が続き、熱中症予防の為室内歩行する日が多くみられていました。
12月にはインフルエンザウイルス感染による活動休止などもありました。
ある利用者さんは職員と一緒にトイレ掃除のお手伝いをしていただいたり、塗り絵に取り組まれる方などのその人に会った作業を提供することができました。
バイオ活動は皆さん参加活動できていました。
レクリエーションは綿菓子作り、活動支援センターの花壇を開墾し畑として使いサツマイモの芋ほりを行っております。
【すみれ班（生活介護）】
所属利用者　10名（入所　4名　・　共同住居　　5名　・　在宅　　名）
　すみれ班の本年度の1名が新規で入って来られ、1名が他の班へ移動になり、1名が退所になり、9名での活動をしています。引き続き感染予防の観点から、手指やテーブル等の消毒の徹底、体調管理の徹底行って活動を行っています。　今年度も、引き続き無理のない程度の歩行運動の向上と個々にあった作業や活動を取り入れております。
　歩行運動の向上については体調面を考慮し、歩行の時間を設けて野外で歩行するグループと室内で歩行するグループの2グループに分かれて歩行の活動をしております。野外歩行グループは季節感を感じながら歩行をされ、室内歩行グループは歩行状態を見ながら、ある程度の時間を決めて無理せず歩行することが出来ております。
作業について
　作業は個々に合わせたプログラムの提供と一人ひとりのニーズ、特性に合わせた支援を行っております。作業ではブロックやマグネット、パズル、ビーズ通し等を使用し新規に来られた方はｉＰａｄを使用しての作業をされています。また、リラクゼーションCDを使用する事で気持ちを落ち着ける事ができる環境づくりに取り組んでいます。
【鶏卵事業「平飼い農園おぐにん卵」・農福連携】
令和5年度、就労継続支援B型では、一般就労への訓練の場として福祉サービス事業所でのサービスを提供しました。鶏卵事業では、障がい者が就労からの得られる自信や活力を生かし、地域の中で出来るだけ社会参加し、チャレンジする姿勢を尊重してきました。利用者様も5名固定にすることができ、着々と作業クオリティーが向上していきました。
また、前年度から継続していた鶏舎の建築工事、事業を進めて行く中での改善工事も、時間を作りながら職員と利用者で進めて行くことが出来ています。

卵販売に関しても、採卵する鶏が150羽から最大400羽になり、昨年度、一日の平均採卵数が80個から（令和5年4月）230個（令和5年12月）に増数されています。飼料も市販の飼料だけに頼らず、悠愛厨房、レストラン、陽なたぼっこで出た残り野菜、出汁、大豆工房小国のゆめから出たオカラと畑で栽培された規格外大豆をミックスした醗酵飼料、鶏小屋の盛り土（鶏糞）を畑に散布し夏野菜の収穫にも貢献でき、目標としていた循環型農業に少なからず行うことで、SDGｓに沿った無駄のない農業に取組めています。小島家禽クリニックの小島先生、地元の養鶏農家さんのご指導のおかげで飼育の品質管理が向上し、健康管理も反映し、成鶏の死亡が減少、昨年1か月平均12羽（雛も含む）はどの死亡率が本年度は1羽（1ヶ月平均）にまで減少する事が出来ました。しかし、ヒナの成育で11月入荷のヒナを全滅させるなど飼育の難しさを痛感するとともに、これまで以上に生育に必要な知識と技術の追求が必要でした。

また、精肉加工も始まり、天空の豆畑の新メニュー、おぐにん親子丼、おぐにん地鶏そばへの精肉、卵の供給も始まり、品質の良い安全安心の食材生産も努力しています。

（農福連携作業所）

今年度農副連携班では、農作業の圃場を約１０ｈから約９ｈに変更し野菜・大豆・お米等を作りました。変更した理由としては大豆すずかれんの連作障害を防ぐため休耕地を作り対応しました。すずかれんは約６ｈ程植え付けし収穫量増を目指し昨年できなかった工程にも力を入れ作業にあたりました。ですが、地球温暖化の影響で夏場の酷暑や雨量が極端に少なかったこと、また害獣被害も約１ｈほどあり約900kgと極端に収穫量が減ってしまいました。豆腐事業にも提供が難しい状態で力不足を痛感させられた年になりました。黒大豆も圃場を増やし対応しましたが状況は厳しいものになりました。野菜作りでは植え付け、水やり、収穫、出荷作業など利用者に取り組んで頂くことができました。根菜類や葉物野菜など種類も豊富になり配食サービスや農副連携レストランすずかれん、天空の豆畑や施設内にたくさん提供することができました。お米は約１．７ｈａ程植え付けし約７０俵程収穫しました。少量ではありますが手植えをすることができ、泥んこになりながらも利用者に楽しんでいたたくことができました。本年度は４０ｍ程のハウスを２棟建て苗つくりから取り組みました。個人からの委託も受け約１２００枚、６ｈａ分を作りました。うち４ｈａ分を販売できました。
利用者の参加は常に５名以上参加して頂くことが出来ています。得意なことに加え小さな機械の操作ができるようになった利用者も数名おられ作業の幅が増えて意欲の向上に繋がっています。農業は温暖化でますます過酷なものとなることが考えられます。作業工程の見直しや知識の研鑽がより求められると思います。皆さんの安全と健康に配慮しながら協力して作業していきたいと思います。
【高齢者等配食サービス事業・移動販売・薬味野菜の里小国】
所属利用者　19名（入所　０名　・　共同住居　5名　・　在宅　14名）
●高齢者等向け配食サービス
配食弁当　　令和5年1月～12月　　
配食総数　　102,865食   

月平均　　　　8,572食
日平均　　　　　398食（平均稼働日数：21.5日）
配食サービス班では、昨年に引き続き、配食サービス（お弁当作り・配達）を提供しました。今年度はコロナの５類に移行した事もあり配食数の減少、変更はほとんど見られなかった。しかし世界情勢の影響を受け原材料費の高騰が断続的に続きとても厳しい経営状況になった。また、インボイス制度導入に伴い価格の改定を行っています。（令和5年10月より、おかずのみ・ご飯付ともに1食10円の値上げとなる）値上げに対して一定の理解は得られた。その中で変わらず小国郷における一人暮らしの高齢者の需要が高い事、福祉事業所における昼食として利用されること、黒川温泉旅館のまかない食、デイサービス、学童保育等での注文をいただき、安定した需要が続いており、平均食数も伸びている。（令和４年度平均360食/日⇒令和5年12月まで平均398食/日）目標としてきた400食/日にも手が届くところまで来ています。400食は現状の物理的、人員的問題を考えると限界数であり、今以上の提供は困難とも考えられますが、その中で配食数は維持しつつ質の向上を目指している。また並行して利用者の労働環境を向上を目指して活動してきました。特に令和５年１０月には熊本県の最低賃金が上がり当事業所も世間の動向に合わせる形で時給の見直しアップ（898円）を行なっています。その他、収入の安定をさせるために、配食サービスに関わらず、請負の作業にも取り組んでいます。そのひとつで、とんかつの受注作業は、近隣飲食店での卸が通年行う事ができており、安定した受注が続いています。
その他、お斎のお弁当の受注も継続しておこなっています。また、惣菜を移動販売にのせて販売する事が出来ております。地域のニーズを踏まえて対応していくことで、地域のお弁当屋さんとして徐々に定着することができているようです。
●移動販売
所属利用者　1名　（交代制）
令和5年1月～12月
売上：8,720,390円　　月平均：21日稼働　　月間売上平均：726,699円
日売上平均：34,604円

昨年度、24時間テレビより寄与された移動販売車「陽なたぼっこ号」を利用して月曜～金曜（祝日含む）週5日、小国町地域を大字ごとに区分し移動販売サービスを継続して行っています。2年目を迎え地域に密着、浸透し売り上げも徐々に上がっている状況です。地域住民の方々のルーティーンにもなっています。移動販売車には調理したお弁当やお惣菜も準備されており多くの方々のニーズに併せた食品や商品の提供がなされています。
●薬味野菜の郷　小国
所属利用者　３名
　今年度10月より、小国町の委託事業　⇒指定管理業者：サポートセンター悠愛（陽なたぼっこ）となりました。従業員もそのまま継続雇用を行うことで大きな混乱もなく速やかに業移行することが出来ました。移行後３カ月の売り上げは下記の通りです。現在３名の利用者が雇用されている状況です。それぞれが役割を持ち日々業務に携わっている状況です。生産者の方々との距離も日々、構築されていると思われます。

売上　　　　令和5年10月：3,835,036円（昨年：3,718,519円）+116,517
         　　　   令和5年11月：4,471,278円（昨年：3,701,979円）+769,299
　　　　　　令和5年12月：4,219,560円（昨年：3,804,553）+415,007
【農福連携レストランすずかれん　天空の豆畑】
A型作業所農福連携レストラン『すずかれん』
所属利用者5名（入所　　1名　・　共同住居　　2名　・　在宅　　2名）
令和5年度は、前年度までのコロナ禍を脱却し、それでもなお感染対策に努めながら増収を目指しスタッフ一同団結し営業を続けてまいりました。その甲斐もあり、現在の時点でコロナ禍以前の水準を大幅に上回る集客と増収を得ることとなっています。令和5年度12月末現在、売り上げ14502千円と当初計画では10000千円目標としておりましたので、3か月残して既に達成することが出来ています。先も述べましたように、コロナ禍を終え、人々がある程度制限なく行動が可能となり、観光客やインバウンドの急増に起因するものと考察します。その他、利用者のスキル向上による作業の迅速化、以前より的確な支援が行われていることも大きな要因とも思えます。
ただ、来客数増加の影で今までは見ていなかったお客様からの不満や意見をいただくことが増加したように痛感しています。そのため、前年同より継続して、スタッフ全員のおもてなしに対しての姿勢の強化に取り組んでいます。支援員のスキル向上よる営業や作業指導の最適化を図り、スタッフ全員がお客様の満足度を高めるよう継続して努力した一年であったと思います。
B型作業所農福連携レストラン『天空の豆畑』
所属利用者5名（入所　　0名　・　共同住居　　0名　・　在宅　　5名）
令和5年度は、12月末現在、売り上げ10100千円と三か月を残して、当初今年度目標の9000千円を既に達成することが出来ています。今年度は、団体様や宴会等にも注力し、新たな商品開発やメニューの改変なども含め多様な努力の成果を感じました。また、農福連携レストラン『すずかれん』同様にコロナ禍からの脱却による観光客等の増加も大きな要因となり、さらには、年末年始の営業も想像以上に好調で、年度全体では大幅な増収を見込めるようになっています。
利用者は、人員の入れ替わりも含め多様な問題が山積し、想定外の課題に直面する場面が増えてきています。来客者増による疲労の蓄積、休憩室や厨房の空調問題による体調管理や変化に対して心と身体が追い付いていけない等難しい局面にどう対応していくかに注力しました。このように、いかに気持ちよく営業に携わり、速やかに作業に取り組んでいただけるかを常に考察しながらの一年であったと思います。
【大豆工房小国のゆめ（豆腐製造所）】
所属利用者　名（入所　　1　名　・　共同住居　　2名　・　在宅　　名）
　　大豆工房小国のゆめ豆腐班の売り上げ状況ですが、70万円を超える月もあり、月平均約65万円となっております。厚揚げや豆腐製造数にも限界がある日が何日かあり、施設内で発注等調整し協力していただきました。
　10月からインボイス制度が始まり顧客へ説明し理解していただくのに大変でした。
利用者状況ですが、小国町からの薬味野菜の里業務委託に伴い豆腐班で主に揚げ製造を担当されていた利用者が異動、新利用者に揚げ製造をお願いし3ヶ月ほど経ちました。時間とともにだいぶ上達され職員が様子を見守りながらお任せしても大丈夫な位成長されました。また、ベテラン利用者も毎日の自分の作業内容を理解され、しっかり取り組まれています。
（小国のゆめブランド）

所属利用者　36名（入所　1名　・　共同住居　24名　・　在宅　11名）
令和5年度も大豆すずかれんを原料にした加工品、豆腐、揚げ、味噌、納豆、豆腐シフォンケーキの販売を行いました。コロナウイルスが第5類に規制緩和されたことで、販売会、商談会等にも参加する事ができ、自社の製品をアピールする機会もありました。おぐにん卵においては、餌に豆腐を作る際に排出されるおからや自家栽培のトウモロコシを与え、より健康的な環境で育てた鶏の安心安全な卵であることを全面に出し、販売を行ってきました。地元の物産館や旅館の他、阿蘇方面にも販路を拡大しました。さらに、南小国町のふるさと納税返礼品にも掲載されることになり、受付が開始されました。また、北里柴三郎関連では、新しく小国町の特産品となるお土産物の開発を進め、「豆腐のもろみ味噌漬け」を商品化することができました。
小国のゆめシリーズをセットにしたギフトセットでは、小国町のふるさと納税返礼品のほか、お中元やお歳暮などの販売が好調でした。また、障がい者の雇用と農福連携の取り組み、耕作放棄地を活用して栽培した希少大豆すずかれんの加工品であることなど多くの方々に知っていただけたと思います。
（4） 地域交流支援　広報啓発活動
　令和5年度は、新型コロナウイルスの5類感染症移行に伴い、規制緩和により地域交流やイベントなどが再開されました。4年ぶりにふくし夏祭りも、盛大に開催しました。販売会や祭り、スポーツイベントなども復活して、地域交流が活性化しました。
　共同生活住居では、小規模グループによる多彩な秋季旅行、各ホームでの忘年会（又は新年会）など、地域交流が図られました。

その他、当事者グループ「どげん会」の活動も、8月納涼会から再開され、東京ディズニーランド2班、名古屋方面、佐賀呼子コースなど、4年ぶりの旅行を楽しみました。
【広報委員会】

今年度も事業計画に基づき、悠愛だより・快晴の発行ができました。
昨年5月からのコロナウイルスが5類移行に伴い、徐々に以前のような行事が再開催されてきて、記事に厚みが増してきました。しかし、通常業務の兼ね合いから委員会への参加時間が難しく思うように会合ができない事が多かった様に思います。そこで、毎月の開催日・場所の固定化や会合時間短縮などを行って参加しやすい委員会開催に努めました。
【送迎サービス】

安全運転の啓発（新たに各事業所へ安全運転管理者等協議会発行の安全運転推進スローガンを毎月配布し掲示）、懸案であった社用車使用職員（就労A型、B型利用者職員）への始業前、・退勤時のアルコールチェックについては、１２月１日からの完全義務化に伴い全体周知及び個別に説明を行い徹底に向けて取り組んだが、ご利用者の体調急変等により緊急性を伴う場合も多くチェックを行う猶予がない事案が発生するなど完全徹底は困難だと感じる部分もある。緊急性を伴わない以外は遂行するよう意識付けを継続した。
コロナ感染５類移行により事業活動が活発に展開され車輛を使用する頻度が増加し各事業所間との車輛調整が困難な状況。
ご利用者の身体状況が運転士に伝わっていないことが起因と思われる走行時以外での重大事故が発生した。安全な支援に取り組むよう統括施設長から指示があり関係部署との情報共有に取り組み送迎担当者と再発防止に努めた。
しかし、人身事故の発生がない事は幸いだったものの報告がない車体傷は前年以上に次々確認されて。事故発生時は早急に対応し定期的に業者へ整備を依頼しているが車輛維持（車輛内の清掃、洗車等）を行うことは不可能な状態であり悠愛の事業だけで車輛を現在３４台保有しているにも関わらず事業拡大に伴い現場職員からは車が不足していると意見が上がっている。
今年度は、前任者の退職に伴い、事務員と安全運転管理者を兼務したが、安全管理の徹底には至っていない。

　
（5） 地域移行支援（自立支援）　共同生活住居
【サービス管理責任者総括】
介護サービス包括型

令和5年度は、5月に新たに日中支援型のグループホーム明星が開設され日中支援型のグループホームと地域支援型のグループホームの勤務体制を再検討する予定でした。現実的には、人員不足の上に世話人さんや夜間さんの病気や体調不良、諸事情でのお休みもあり勤務は、グループホーム全体の職員を工夫しながら配置しなければならず勤務を組む事が、困難で現状維持となっています。しかしコロナウイルスが5類になり制限が緩和されましたので職員の協力の元にできる範囲で小規模のグループホームごとのレクレーション、年中行事、スペシャルオリンピックスやスポーツ大会等の活動への参加、秋季旅行の実施等行いました。今までのコロナ渦で外出を制限されていた分楽しかった、嬉しかった、笑顔が見られた等の声が多く聞かれ生活に楽しみを持つ余暇支援を充実させることの大切さを改めて感じました。
　健康面では、コロナウイルスが5類になったとはいえインフルエンザも流行しましたので感染を広げない為に発熱者の対応には苦慮しました。隔離室を利用するか、ホーム内の個室静養をするか等個々に応じた対応でした。グループホームで対応している利用者さんの通院支援が増えてきました。やまなみ病院以外の精神科通院での引率の効率化を試みました。急な通院支援の対応も高齢化により増えています。
　今年度は、幼少の頃から利用されていた56歳の方が、病気の為に亡くなられました。病気になっても慣れ親しんだ環境で闘病を続けご家族が面会を続けながら病院とも連携し最後を迎えました。
　土、日、祝日などの日中活動がお休みの日の過ごし方でも配慮が増えてきています。日中一人にしておけない見守りが必要な方の支援が増え休みの日にどこでどう過ごすか、も課題です。事故につながらないよう気をつけました。
日中サービス支援型
新たに明星というグループホームが開設し、3箇所の日中支援型グループホームで、28名の入居者の方が生活されることになりました。長年入所事業所で、たくさんの人に囲まれて過ごされていた方も、少人数での生活空間に入居し、夜間支援員などの手厚いサポートを受けられるようになり、穏やかに過ごせる時間が増えています。個室提供により、それぞれ自由にカスタマイズされたことで、余暇支援なども本人の意思を尊重して支援できるようになりました。また週末カフェやスヌーズレンなどを活用して静かな環境状態を作り出すことで、トラブル防止などの成果も出ています。また明星開設の際に、他のホームでの生活が困難になった方の受け入れなどを実施していますが、入居者の中には高齢の方が多くなったことで、様々な疾患による治療が必要になったり、転倒などによる怪我などの心配事も多い一年でした。夜間支援員が２名体制であることで、排泄などの日常生活が困難な方も支援することが出来ています。秋季旅行では城島高原への日帰り旅行や、焼肉食べ放題などそれぞれの方の希望に応じて楽しめる計画を立てることが出来るようになりました。
短期入所
地域支援型のグループホームで高齢になられたり、身体機能が低下された方の一時的な支援の場所としての役割や、在宅者の緊急事態などの受け皿としての機能を果たしています。短期入所の期間や場所などは本人や、家族の要望に沿いながら受け入れを行っています。家族の負担軽減や、利用者の宿泊体験を行うことで混乱なく長期の短期入所にも備えていくなど、３箇所のグループホームの特性に応じて対応しています。
（6） 事故再発防止対策（リスクマネジメント）令和6年1月現在
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	　2件
	転倒等による怪我（発作含む）
	18件

	
	転倒等による怪我（発作含む）
	　5件
	ガラス等物損破壊・怪我
	3件

	
	誤薬・服薬管理
	　1件
	自傷による怪我・自殺企図
	件

	
	公用車破損事故
	　　件
	誤薬・誤飲・服薬管理
	15件

	
	無断外出（行方不明）
	　2件
	公用車破損事故
	12件

	
	拘りによる危険行為・怪我
	　2件
	嚥下事故
	2件

	
	自傷による怪我・自殺企図
	　　件
	行方不明（飛出し・放置等）
	11件

	
	安全管理
	　1件
	危険物管理・窃盗（物品管理）
	2件

	
	
	
	体調急変
	件

	
	
	
	被災（自家用車など）・小火
	2件

	
	
	
	交通事故
	　件

	
	合計
	14件
	　　　　　合計
	85件

	ヒヤリハット
	転倒等
	　　件
	行方不明（飛出し・放置等）
	18件

	
	飛出し
	　1件
	転倒など
	4件

	
	連係・情報伝達ミス
	　　件
	服薬管理
	7件

	
	服薬管理
	　1件
	悪戯・侵入・危険行為・威嚇
	20件

	
	物損（破壊等）
	　　件
	物損（破壊）・紛失
	3件

	
	他害・自傷・危険行為
	　　件
	連携・情報伝達ミス
	8件

	
	不注意・未確認
	　　件
	嚥下事故・異食
	5件

	
	
	
	他害行為（パニック含）
	9件

	
	　　　　　合計
	　2件
	　　　　　合計
	74件


令和6年1月現在、サポートセンター悠愛全体で、事故が99件（内車両事故12件）、ヒヤリハット76件の報告があっています。令和4年度（事故67件・ヒヤリハット70件）と比較すると、事故29件増、ヒヤリハット6件増になっています。事故・ヒヤリハット共に増加しました。事故の内、11件は通院（精神科含む）に至っています。救急車の出動要請は1件。警察・消防が出動した事故が、7件（うち車両事故3件）。新規利用児・者の事故・ヒヤリハットは19件（内10件は同一人物）ありました。
令和5年度は、事故の内26件が、強度行動障がいに起因するパニックによる他害・自傷・物損等になっています。また、新規利用者や、強い欲求・拘りによる飛び出しも増加しています。特に、飛び出しによる（一時）行方不明が増加しています。中でも、認知機能低下に起因するもの2件の他にも、ヒヤリハット・事故での報告（10件）が頻発している利用者の安全管理は、大きな課題になっています。コロナ禍による規制緩和が進み、開放的な施設運営が可能になりましたが、安全との両立が必要です。また、公用車の破損事故は、8件から12件と増加しています。特に、高齢化等の影響もあり転倒による事故が多発しており、医療機関に通院する事態になっています。

第二悠愛では、ヒヤリハットも含め転倒による怪我2件増、誤薬4件増、飛び出しは5件増と増加しています。歩行が不安定な利用者の転倒事故は、打撲や裂傷により通院に至る場合が多く、要注意です。誤薬・飛び出しの増加は、原因を分析して改善に取り組んでいます。

第一悠愛では、児童の（強度）行動障がいに起因する他害行為及び物損は減少、飛び出しも減少しています。但し、転倒等による事故が増えており、安全管理の徹底が必要です。自己コントロールが難しい感情については、医療機関とも連携した対応が行われています。

今後、強度行動障がいによるパニックの予防や対応策について、研修等を充実させて援助技術の向上が必要になっています。自傷・他害行為による事故等は、利用者の高ストレスに起因する場合もあり、中には本人との意思疎通が十分でなかったために、障がい特性による事故を誘発したと思われるケースもありました。拘りや問題行動に対して、短絡的に禁止することはより強い欲求を誘発することがあります。また、必要以上の抑制や拘束などは、虐待につながることが危惧されます。本人の意思決定支援を優先し、最善の利益を追求するという姿勢を堅持しながら、強度行動障がいの軽減に努めていく必要があります。

更に、強度行動障がい者の他害行為や破壊行為については、医療機関や保護者との連携を密にする必要があります。利用者の障がい特性に起因する場合が多いとはいえ、利用者の安全な環境を整備する事は、施設側の重要な責務であり、今後の再発防止対策が必要です。医療機関等との連携と共に、本人の意思確認や満足度の向上など適切な福祉サービスの在り方も必要になります。

　パニック時においては、自己及び他者に危険が及ぶ可能性が高い場合は、本人を一時的に安全な場所に移動させ、安定するまでは職員が見守る必要があります。場合によっては、他の職員の応援が必要なケースもあることから、放送無線システムを利用した緊急対応マニュアルを整備しています。

　また、何よりも大切なのは、パニックの防止です。パニックは、何らかの原因がある場合が多く、その要因を出来るだけ排除する生活環境の構造化が必要です。また、閉塞的な生活環境は、精神面の不安定を誘引する事が多く、生活と活動を分離して生活のリズムを分かりやすく整備する必要があります。そのことが、精神面の安定やパニックの軽減につながると考えられます。パニックが予測される状況になった場合は、暴力が向かう対象者を避難させるか、職員の目の届く場所に待機させる必要があります。

　但し、安全や健康を第一に考えるあまり、必要以上に生活や活動を制限してしまう事は、パターナリズム（保護主義）に陥り別の人権問題に関わります。本人の活動支援を通して、精神状態を把握しながら、虐待にならないように必要な場合のみ一時的な制限を課すことが、福祉に携わる職員の援助技術でもあります

その他、危機管理委員会を毎月開催し、朝礼や職員会議で再発防止策を周知する取り組みが行われています。また、令和6年度から策定が義務付けられる災害及び感染症ＢＣＰ（業務継続）計画の完成に向けて、各事業所に利用者台帳などの最終確認が行われています。
（7） 保健関係
健康診断１回目（春）は第一悠愛入所者は学校健診で、２回目（秋）は１２月１２日に嘱託医による検診を実施しました。第二悠愛入所者は６月１２日と１０月１２日に熊本県総合保健センターの移動健診車を利用し施設内で実施しました。
　歯科検診は、第一悠愛入所者は学校健診で、第二悠愛入所者は６月８日に実施しました。また、昨年より第二悠愛入所利用者は、口腔ケアマネジメント計画に沿い、月１～２回阿蘇きずな歯科（訪問診療）よる歯科検診を受け、その結果を担当職員と共有し口腔衛生状態の改善や治療につなげています。また、8月8日に阿蘇きずな歯科の加藤喜久先生をお招きして口腔衛生の研修を実施しました。

インフルエンザ予防接種は希望者のみ（７７名）１１月２０日に施設内で実施しました。

　今年は、コロナウイルスワクチン接種（５回目、６回目）を対象年齢以上の希望者（グループホーム利用者を含む）と施設での接種を希望する職員を対象に実施しました。５回目を５月２２日と６月５日、６回目を１０月１６日と１0月３０日に実施しました。

　新型コロナが５類感染症移行後は、クラスターは発生しませんでしたが、第一悠愛で２名第二悠愛で５名の方が感染し５日間の隔離をしています。

　その他施設で発生した感染症は、第二悠愛で６月に感染性胃腸炎８名。

インフルエンザが１１月２８日から１２月２０日頃まで約３週間で、第一悠愛２名、第二悠愛１１名、グループホーム１６名感染しました。

　通院件数は
	
	内科系
	外科系
	皮膚科
	耳鼻科
	眼科
	歯科
	精神科

	第一
	７人

25回
	９人　　　21回
	７人　　　12回
	9人　　　19回
	3人　　　4回
	4人　　　１5回
	8人　　　28回

	第二
	5人　　9回
	8人　　23回
	18人　　　31回
	5人　　　11回
	１人　　　2回
	14人　　　49回
	16人　　152回


　上記に加え、発熱外来を第一悠愛14人で17回、第二悠愛が15人で16回受診しています。救急外来へは休日の腹痛で1名受診をしています。
第一悠愛が61名で138回、第二悠愛が83名で291回（４月～12月28日）病院受診をしています。第一悠愛では、昨年同様に思春期・情緒外来へ8名の利用者が定期受診や不穏時の受診をしており、精神科の受診回数が多くなっています。内科系は風邪や下痢等また小児科の先生の指示により機能医訓練の通った日数も入っています。外科系は怪我や膝の痛み骨折で受診しています。耳鼻科は、中耳炎や鼻炎、耳垢除去での受診をしています。第二悠愛では、外科系では、胃腸系の疾患や痛風の定期受診のため回数が多いです。

歯科は、毎週往診にて歯石の除去や口腔内清掃をしてもらったため回数が増えています。精神科は、第二悠愛２0名は嘱託医の往診で毎月診察を受けた回数を入れている為回数が増えています。今年も新型コロナウイルスの感染状況により、往診の回数も減り主治医への状態報告で薬の処方をしてもらった月が多かったです。入院は第一悠愛で1名精神科に入院をしています。

施設からの救急搬送はありませんでした。

（8） 給食関係
・嗜好調査　 年1回のアンケート調査、聞き取り調査
・観　　察　 食事時の見回り、昼食は活動センター、作業所の見回り

・調理実習　 利用児・者参加の調理実習を行う

・残　  食 　残食状況については、毎日記録し次回献立に反映

・行 事 食　 誕生会・お弁当の日/毎月、おせち料理、花見、焼き肉会、観月会、クリスマス会、餅つき、鍋の日

セレクトメニュー(随時)
栄養マネジメントに伴い看護師、相談員、支援員と情報を共有して計画を作成し、確実に行えるよう努めています。毎月の体重測定や、食事摂取を確認しています。BMIが適正範囲になるように計画に反映しています。
食事内容については、「手作り」を根底にし、調理員の方と協力をしながら、季節感があるように配慮しました。見た目も重視し喜んでもらえるように心掛けています。嗜好調査の結果や給食委員会、日常会話も踏まえてメニューに取り込んでいます。また、セレクトメニューも取り入れ、嗜好の調査や、選ぶ楽しみに繋げています。セレクトメニューの内容については、給食委員会、調理室会議でも検討しています。満足度の向上に繋がれば良いと思います。
取組みとして、利用児・者参加の調理実習を行い「作る楽しみ」「食べる楽しみ」を感じてもらい充実した生活が送れるように努めています。利用者のいつもにない一面が見られることもあります。とても良い体験だと感じます。これからも機会を見つけて取り組んでいきたいと思います。
食事形態においても、嚥下機能などを考慮し個人に合った形で提供できるように多職種の方々と連携して栄養計画を作成し、実行していきます。利用児・者様の体調に合った代替え食、アレルギー除去食、食事形態の変更にも対応しています。児童においては成長にあった食器等の調整を行い、誤飲・誤嚥の無いよう考慮します。
環境整備の点では、異物混入の無いよう注意し、破損している食器等の交換を行っています。利用者様の食事摂取についても直接関わる支援員と連絡を密に行い対応しています。また、今以上に調理職員も利用者様を把握するため、食事時の関わりが重要になっています。
また、危機管理面で施設の備蓄食は確保していますが、非常時において実際に職員全員が行動し提供できるよう周知していかなくてはなりません。緊急時の対応を確認する必要があります。

仕入れに関しては地産地消と食の安全が問われる今日、町内での仕入れを基に、在庫管理を徹底します。

食事により季節を感じていただき、旬のものを取り入れ、美味しく安全に、また施設内においての食事の楽しみを増やしていただけるよう心掛けたいと思います。

（９）　防災安全関係
（年間目標）　　
人命の安全確保　及び　防災意識（地震・水害を含む）の向上のための訓練

【令和５年度総括】

本年度の防災委員会では年間計画を作成し、実施事業所の調整・毎月の詳細な計画書の作成、事前準備・当日の委員会職員の配置・消防署との連携・消防団や地区部長との連携・備品の管理・防災設備及び避難誘導灯の点検・無線機の管理など施設全体に係る防災関連業務を担い、合わせて啓発活動も行っている。

児童入所施設来未寮では根拠法に基づき毎月の火災避難訓練を実施し、本館に属する障害者入所施設ゆうき寮・そよかぜ寮、障害児通所施設くれぱすにおいても合わせて火災避難訓練を実施することが出来た。グループホームにおいては、年間計画を基に各ホームにて火災避難訓練の実施が出来た。
　また、近年多発する土砂災害に対応するため、ハザードマップ内に位置するグループホームを対象に土砂災害避難訓練を実施した。近隣に住む職員を地域支援員として招集し、実際の洪水・土砂災害を想定した包括的な訓練を行うことが出来た。
総合避難訓練については、児童棟（来未寮・くれぱす）や大型グループホーム等で避難訓練終了後に消火訓練を実施し、消火器の操作を演習で体験した。
7月には阿蘇広域消防署・小国町消防団団長及び副団長・第一分団の協力を頂き、夜間総合避難訓練を実施している。夜間の火災を想定したより実践的に近い環境設定によって、自力避難が困難な利用者の避難誘導をすることの難しさや、消防署職員からの助言により火災時における適切な対応の仕方を学ぶ事が出来た。
令和5年度避難訓練実施表
	実施日
	火元場所
	実施内容
	実施事業所

	4月11日

	柿の木授産作業所　台所
	火災避難訓練
	柿の木作業所

	4月11日

	悠希寮　ボイラー室
	火災避難訓練
通報訓練
	第一・第二悠愛

	5月9日

	悠工房　陶芸室
	火災避難訓練
	悠工房

	5月9日

	来未寮　洗濯室
	火災避難訓練
通報訓練
	第一・第二悠愛

	5月31日
	陽なたぼっこ　給湯室
	火災避難訓練
通報訓練
	陽なたぼっこ

	6月13日
	防災ＤＶＤ鑑賞
水消火器の演習
	消火訓練
【協力依頼】
・消防署職員
	第一悠愛

	6月13日
	ＧＨたんぽぽ
ＧＨ陽だまり
ＧＨ風音
ＧＨわいた荘
ＧＨスマイルマウンテン
ＧＨステップワン
ＧＨきよらの家
	土砂災害避難訓練
消火訓練
【協力依頼】
・地域支援員
	グループホーム事業所

	7月19日
	悠希寮　乾燥室
	総合避難訓練
【協力依頼】
・消防署職員
・消防団団長
・第一分団長
・第一分団班長
・消防団員
	第一・第二悠愛

	8月8日
	来未寮　乾燥室
	火災避難訓練
通報訓練
	第一・第二悠愛

	8月8日
	ＧＨ陽音　台所
	火災避難訓練
通報訓練
	グループホーム事業所

	9月12日
	ＧＨ悠華　居室
	火災避難訓練
通報訓練
	グループホーム事業所

	9月12日
	悠希寮　ボイラー室
	火災避難訓練
通報訓練
	第一・第二悠愛

	10月10日
	本館　厨房
	火災避難訓練
通報訓練
	第一・第二悠愛

	10月10日
	ＧＨ明星　台所
	総合避難訓練
	グループホーム事業所


	11月14日

	来未寮　給湯室

	火災避難訓練
通報訓練
	第一・第二悠愛


	11月14日

	ＧＨブルースター　台所

	総合避難訓練

	グループホーム事業所


	12月12日

	旧万成小学校　ストーブ
	総合避難訓練
	活動支援センター

	12月12日
	園内作業所　乾燥室
	火災避難訓練
通報訓練
	第一・第二悠愛

	1月9日
	くれぱす　給湯室
	火災避難訓練
通報訓練
	第一・第二悠愛

	1月9日
	ＧＨ星野　台所
	総合避難訓練

	グループホーム事業所

	2月13日
	草木作業所　未定
	火災避難訓練

	草木作業所

	2月13日
	そよかぜ寮　給湯室
	火災避難訓練
通報訓練
	第一・第二悠愛

	3月12日
	本館　厨房
	火災避難訓練
通報訓練
	第一・第二悠愛


（１０）　職員研修
研修委員会では、施設内研修を一般財団法人　保健福祉振興財団に講師派遣をお願いし、年間8回の研修を計画しました。必須の研修内容として人権擁護・虐待防止・感染症予防は毎年行う事としています。今年度は、福祉に携わるスタッフの基本姿勢や行動規範、身体拘束等適正化に関する講義等を実施し、専門職として利用者への関わり方や身体拘束への認識を深める事が出来ました。利用者の人権尊重や人権擁護を再確認し、体系的な研修で知識を深める事で、利用者のより良い生活/生活の質の向上へ繋がる様に計画的な研修の実施を今後も継続して取り組んでいきます。
昨年度まで感染症予防のために実施が難しかった救急救命講習については、５月にコロナウイルスの位置づけが5類に引き下げられた事で年間５回、１回に１０名程度の受講者の計画と実施を行う事が出来ました。心肺蘇生法や気道異物除去法など緊急時に冷静な対応が出来るよう、次年度以降も計画的な講習を計画していきます。
その他、医務と連携をした口腔衛生の研修や事務主任と連携をした人権研修の実施を行う事も出来ました。
〇令和５年度実施研修
	日　付
	講　師
	内　容

	7月21日(金)

7月22日(土)
	社会福祉法人　三気の里
今池一成　氏
	身体拘束等適正化に関する講義（高齢者等含む）

	9月　1日(金)

9月　2日(土)


	合同会社能真
代表　成瀬裕二　氏
	法令順守・人権擁護研修

	9月29日(金)

9月30日(土)


	ハッピーホープ
豊里幸　氏
	BCP計画作成①

	10月13日(金)

10月14日(土)

　
	リデルライトホーム
施設長　石本淳也　氏
	福祉に携わるスタッフの基本姿勢や行動規範

	11月24日(金)

11月25日(土)


	SST普及協会認定講師
久保田真作　氏
	思春期の児童に関わる講義

	12月8日(金)

12月9日(土)


	BLSくまもと
岩永留美　氏
上村若子　氏
	感染予防等の講義

	1月19日(金)

1月20日(土)


	熊本市障がい者相談支援センターウィズ
センター長　大関宏治　氏
	精神障がい者の理解と社会参加

	2月16日(金)

2月17日(土)


	リデルライトホーム
施設長　石本淳也　氏
	虐待防止研修


○令和5年度実施研修・法人研修
	日　付
	講　師
	内　容

	4月3日(月)


	小国町社会福祉協議会会長
サポートセンター悠愛統括施設長・施設長・看護師他
	新任職員研修

	8月8日(火)
	きずな歯科　歯科医師
加藤喜久　氏
	口腔衛生

	11月2日(木)
	坂本義喜　氏
	人権研修


（１１）　人材育成委員会
人材育成委員会では、質の良いサービスを提供する為の人材の育成・確保を目指しています。その為には、虐待をしない、させないことが重要です。人材の確保も急務となっており、メンター制度、施設見学、キャリアアップの為の研修も行っています。
　虐待防止については、合同会議において各部署から事例を出していただき（発散）、グループディスカッションを2回行い、グループ内で一人ひとりが人権や虐待とは何かを考え、附箋に記入したり、発言したりしています。3回目には、各部署からの（収束）まとめたものを発表していただくようにしています。
　より良い人材の確保としては、メンター制度について人材育成委員会で考え、委員の方で新人職員と面談を行う事にしました。各部署人員の確保が難しい状況ですが、人材確保の為、他の部署の先輩職員と新人職員がメンター、メンティーとして悩みや不安を解消できるようにしたいと思います。ОＪＴ（各部署での実務の指導・スキル習得のサポート）とは、分けて行う事にしましたが、5年度は、同じ部署の職員が実務を指導することは継続しています。
　コロナウイルス感染症が５類に移行したことから、念願の施設見学を実施する事が出来ました。大分のめぶき園に行かせていただきました。しかし、丁度第二悠愛の秋季旅行の時期と重なり、統括施設長を始め9名の参加しかできませんでした。たくさんの方から行きたいという声を聴いていたので、もっと多くの参加が出来る時期を選びたいと考えます。今回は、強度行動障害の理解や関わり方、合理的配慮、社会モデル、働き方のポイント、充実した生活、支援者の心がまえ、声かけの配慮、リフレーミング、優秀な人材の確保のために内部研修の充実、利用者の方の作品を芸術作品として売り出す戦略、YouTubeでの発信等を学んできました。
　キャリアアップの為の自主勉強会は、入職して3年未満の職員の方を対象に、多目的ホームで統括施設長の「小国学園から悠愛へ」と題して、民営化に踏み切った想い等の話をしていただきました。わからない事や支援に役立つ話し（区分や契約、制度の流れ、障がい福祉の基本的な構造等）を少しだけ先輩の職員が答えてくれる機会も設けました。とても為になったと感想をいただきました。
メンターについての勉強会も委員で行いました。メンターの役割、傾聴力、共感的理解、無条件の肯定的関心、自己一致、フェードバックや守秘義務等を心理士に学びました。
　講演会も開催しました。「僕の取り扱い説明書」と題して、支援学校の高等部の方に話をしていただく機会があり、自分の苦手な事（感覚過敏）や頑張っている事、ファミリーホームについて話していただき、学校で上手くいかない（宿題）について、理解してもらえるまで家族と根気強く伝えていったこと等を話していただき、自分らしく生きていただくための配慮をしていきたいと会場の皆が思ったようでした。
　人材の確保の為に、外国人の労働者に働いて頂けるよう職員も研修しています。
令和5年度の活動記録
	　　月
	　　　　　　　　　　　　　主な取り組み

	4　月
	メンター、メンティ―の決定（各部署主任）・確認、ОＪＴ
人材育成委員会の確認（虐待防止・施設見学・自主勉強会）
虐待防止事例検討発散

	5　月
	メンター計画、施設見学研修の計画、自主勉強会の計画
虐待防止事例検討収束

	　6　月
	メンター計画、施設見学研修の計画、自主勉強の計格
虐待防止事例検討発散

	　7　月
	メンターの勉強会、施設見学の計画、自主勉強の実施
虐待防止事例検討発散

	　8　月
	メンター計画、施設見学研修の計画
虐待防止事例検討収束、講演会実施

	　9　月
	メンター計画、施設見学研修の計画
虐待防止事例検討発散

	10 月
	メンター計画、施設見学研修の計画
虐待防止事例検討収束

	　11 月
	メンター計画、施設見学研修の実施
虐待防止事例検討発散

	12 月
	メンター計画、面談、虐待防止事例検討発散

	　1　月
	メンター計画、面談、虐待防止事例検討発散

	　2　月
	メンター計画、面談　次年度に向けての計画

	　3　月
	メンター計画、面談、虐待防止事例検討収束
次年度に向けての計画


（１２）　衛生委員会
衛生委員会では、職場巡視、健康診断、ストレスチェックの実施その結果を産業医に診ていただき職員の健康状態の把握や指導を行っています。
　今年度は、労基法に準ずる内容で、職員の健康診断を、６月１２日と１０月１２日実施しました。その結果を、産業医に診ていただき再検査の必要な人への指導を行いました。
　春の健康診断結果で、熊本県総合保健センターより１０月１２日に特定保健指導に来ていただき１５名の職員が指導を受けました。
　１２月には、ストレスチェックを実施しました。８名が高ストレス判定でした。
今年度も、施設よりインフルエンザ予防接種料の助成金を出していただきましたが、職員の接種率は１００％ではありませんでした。
また、今年は新型コロナウイルスワクチン接種は地域会場と施設内で多数の職員が受け、引き続き新しい生活様式で自己の健康管理を行ってもらいました。
（１３）　相談支援・関係機関ネットワーク
第二悠愛相談支援センターは、専任の相談支援専門員４名を配置し、障害福祉サービスについての相談や利用調整、医療機関との連携や通院支援、就労移行支援、成年後見制度や権利擁護事業の手続き支援、障がい基礎年金の申立などの相談支援が実施されました。相談支援専門員を各方面（児童、在宅、共同生活援助、施設入所）に専任となる相談支援専門員を配置することでスムーズな業務遂行を実施しております。情報共有の観点から定期的に第二悠愛相談支援事業所ケース会議を実施して利用者の状態や支援状況の確認を行っております。また、相談支援専門員が一人で悩みを抱え込まない様に連携を図れる機会となっております。

今年度は「生計困難者レスキュー事業」対象はありませんでした。事業として相談支援専門員3名で対処していく事が可能です。
　今後も貧困者への支援を引き続き実施していくと共に地域に潜在している対象者の表出に向けて関係機関と協力をして事業を展開していきます。
一般相談においては精神疾患を罹患されている方への情緒面の安定を図るために電話や訪問にて不安の解消に努められるように支援を行いました。
今年度も新規の利用者の受け入れを積極的に行い、障害児者の方を障害福祉サービス利用へと繋げていきました。その他にもサービスの変更の方や障害福祉サービスへ繋がらない方もいましたが、相談に乗り助言する事で次に繋がっていきました。
地域ネットワークの推進・活性化の側面から鑑みて小国郷内の行政・医療・福祉・社会福祉協議会等と連携を図り、スムーズな支援が行われるように情報の共有を目的に設立された小国郷医療福祉安心ネットワークへ第二悠愛相談支援専門員の参加にて顔の見える交流が図れることで相談しやすい環境が整ってきています。令和5年5月より新型コロナウィルス感染症が5類感染症に移行したことを機にオンライン会議から徐々に対面会議に移行していきました。7月にはJA阿蘇小国郷の2階をお借りして「佳く生きて逝く為の人生会議」と題して住民フォーラム2023を開催することができ、スタッフとして協力させて頂きました。

今年度は新型コロナウィルス感染症が5類感染症に移行したことで対面での研修会も実施されるようになり、相談支援事業所圏域研修会、専門別研修会、九州地区障害者相談支援事業所合同研修会長崎大会などに参加をする事ができて相談支援専門員としてのスキルの向上を図るべき切磋琢磨することができました。また、対面での阿蘇圏域事業所間の連絡協議会も1回ほど実施されました。そして阿蘇圏域自立支援協議会の連絡協議会では令和5年度に設立された子ども部会の話し合いが一度行われております。
（小国町地域活動支援センター）

小国町地域活動支援センターにおいては専任の職員が配属されており、活動内容に幅を利かせています。利用状況としては主に居場所の提供として利用する方が殆どでしたが、専任の職員が配属されたことで安心して毎日通われて創作活動に取り組んだ方もいました。また、利用者の話を傾聴したり、相談に乗る事で精神状態の安定にも繋がったと思います。
参加型の活動としては運動・外食・買物プログラムを実施してきました。コロナ禍を抜けたこともありますが、感染防止の徹底を図る必要性は依然として高くて町内での活動を主として、その中で利用者の希望を取り入れて阿蘇市まで外食に行く事も出来ました。参加する方は日頃、一人での外出が難しい方が多く町内での外出であっても気分転換や楽しみに繋がったと喜んで頂いています。今後も更なる利用者の希望を反映できる様に取り組んでいきたいと思います。
また体調や身体・精神状態等で日中活動への参加が難しい方にとって安心して過ごせる場所として確立されており、専属職員の丁寧な関わりや毎朝の体操や散歩などを通じて対象者の生活リズムを整える要因となっております。福祉サービスを利用されている方、そうでない方にとっても「誰もが安心して過ごすことができる場」として定着できていると思います。
（１４）　事務関係
事業の拡大及び経理処理内容が大きく変化した年度だった。特に支出処理については膨大な量に膨らんでいる上に、インボイス制度に伴うシステムへの直接入力を余儀なくされたが、対応に苦慮しながらも適切に対応できているのは担当職員の努力の賜物であり、引き続き無駄な処理を極力抑え作業の効率化を目指しながら進めていく必要がある。
また、インボイス制度の導入に伴い、消費税本則課税業者になるにあたり、事務処理（電子化）等に不安を抱えていたが就労継続支援Ａ型およびＢ型事業所の主任さんたちの協力により、請求及び領収処理ともにスムーズに対応できていると考えている。
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